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1 . 研究の背景
近年、 社会的 なコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困難 をも
っ大学生が増加 し て い る こと が問題 に な っ て い る 。
そ の中核と な る の は、 知 的機能 に 問題が な い にも
関 わ ら ず、 発達障害傾向 をも っ 学生で、 あ ると 考 え
ら れ る が、 疫学的状況 は い ま だ 明 ら かで は な い。
富山大学 は、 2007年度文部科学省 「新た な社会的
ニ ー ズ に対応 した学生支援 プ ロ グ ラ ム (以下、 学
生 支援GP) J の採択 を 受 け、 r r オ フ 』 と 『 オ
ン』 の調和 によ る 学生支援 - 高機能発達障害傾向
を 持つ学生への支援シ ス テ ム を中核と し てー 」 と
題 す る プ ロ ジ ェ ク ト を 開始 した 。 こ の プ ロ ジ ェ ク
ト で は、 社会的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困難 を抱 え
る 学生への支援 を中核 に据 え な が らも、 ユ ニ バ ー
サノレ ・ デザ イ ン の考 え 方 を援用 し、 全て の 学生へ
の包括的 なコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支援 シ ス テ ム を構
築 す る こと を 目 標 に す るも の で あ る (斎藤2008，
斎藤他2009) 。 著者 ら は、 こ の 目 的 を達成す るた
め の ミ ッ シ ョ ンとし て、 ト ー タ ノレ ・ コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン ・ サ ポ ー ト ( T o ta l C o m m u n i c a t i o n  
Support : TCS) と い う コ ンセ プ ト を採 用 し て い
る 。 TCS は、 1 ) コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に つ い て 生
じ る す べて の 問題 を 支援の対象と す る、 2 ) 支援
のた め の マ ル チ ア クセ ス の 方法 を確保す る、 3 )
支援者への支援 ( メ タ 支援) を 重要視す る、 4)
高大連携、 社会参入等 を視野 に入れた縫 い 目 の な
い支援 ( シ ー ム レ ス 支援) を 目 指す、 と い う 4 つ
の特性 を持 っ て い る (吉永 &斎藤2010 a ) 。
一般 に発達障害 の あ る 人 は、 こと ばを文字通 り
に解釈し、 普通の人 な ら 暗黙 の う ち に 了解さ れ る
社会的 なコ ン テ ク ス ト がよ みと れ な いた め、 日 常
生活 に著 し い 困難 を生 ず ると 考 え ら れて い る 。 し
か し 一方で、 彼 ら は、 テ ク ス ト を う ま く 使 い こ な
し、 テ ク ス ト か らコ ン テ ク ス ト を 生み 出 す能力 に
優れて い る 。 す な わ ち、 彼 ら は特定 の能力 を 障害
さ れて い る の で は な く 、 む し ろ 能力 に偏 り が あ る
た め に、 通常の社会的コ ン テ ク ス ト へ の適応 が難
し い の だと い う仮 説が成 り 立つ 。 著者 ら は、 こ の
よ う な観点 か ら、 大学 に お い て 社会的コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン に 困難 をきた し て い る 学生 の一群 を、 暫
定 的 に 高機能発達不均等と カ テ ゴ リ ー化す る こと
を提唱 し て い る (斎藤2010) 。 こ のよ う な観点 か
ら、 TCS プ ロ ジ ェ ク ト に お い て は、 直接面談 によ
るface-to岨face のコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の機会 を提供
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す る だ け で は な く 、 「 富 山 大学Psych o- S ocial
N etworking Service (以下PSNS) J と 名 付 け ら
れたWeb シ ス テ ム を利用 した text-base のコ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン の 場 を 大学構成員 に 提供 し、 「書 く /
読 むj と い う 相互交流の チ ャ ン ネ ノレ を 通 じ て のコ
ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支援 を試みて い る 。
PSNS の企画 と シ ス テ ム 構築 は2007年 に ス タ ー
ト し、 ま ず、Web支援 シ ス テ ム を 学生支援 に役立て
て い る 先進的 な国 内外の施設 を見学 し、 ノ ウ ハ ウ
の提供 を 受 け る と とも に、 暫定 版の シ ス テ ム を構
築 し て限 ら れた メ ンバー によ る 試験運用 を行 った 。
2008年 4 月 か ら は、 各学部教授会 に お い て PSNS
の趣旨 の説明 を行い、 許可の得 ら れた 学部 か ら 順
に、 教職員 およ び学生 を PSNS へ招待す る 作業 を
開始 した 。
シ ス テ ム の ハ ー ド 面 の詳細 は別論文 (吉永 &斎
藤2010 b) に譲 る が、 基本的 に は株式会社手嶋屋
が 開 発 した オ ー プ ン ソ ー ス で あ る O p e n PNE 
ver.2. 10.7 を ベ ー ス に 開発さ れ、 学 内 の み な ら ず、
イ ン タ ー ネ ッ ト に 接続 でき る 環境で あ れ ば、 PC
およ び携帯電話 か ら の ア クセ ス が可能で、 あ る 。
PSNSへ の ロ グ イ ン は、 ID と し て 大学か ら 発行さ
れて い る 電子 メ ー ノレ ア ド レ ス、 および、任意 の パ ス
ワ ー ド を 入力 す る こ と によ っ て 行わ れ る 。 PSNS
を通 じた 通信 は、 SSL (Secure Socket Layer) プ
ロ トコ ノレ を用 い て 行われ、 通信中 の デー タ の盗聴
ゃ な り すま し が防止さ れて い る 。 PSNS を利用 す
る こ と で、 学生 は 「 日 記 ( プ ロ グ) J やSNS 内 ユ
ーザー の 参加 と閲覧 範囲 を限定 し て 教職員 が運営
でき る 電子掲示板機能 の 「コ ミ ュ ニ テ ィ J 、 特定
の ユ ーザー に対す る 私信送受信機能 の 「メ ッセ ー
ジj へ の投稿 等 を通 じ て、 時間や場所 を 問 わ ず、
関係 す る 教職員や学生 とコ ミ ュ ニ ケ ー ト す る こ と
ができ る 。 また、 「マ イ フ レ ン ド J リ ン ク 機能を
利用 し て、 日 記公 開範囲 (マ イ フ レ ン ド ま で公 開
と 全体公 開 を選択 可能) に応 じ て 相談内容 を 変化
させ る こ と ができ る 。 加 え て、 自 分の ペ ー ジ へ の
他ユ ーザー の 訪問履歴 を確認でき る 「 あ し あ と j
や 「コ メ ン ト j 機能 によ り 、 自 身の 書き込み に対
す る 他ユ ー ザー の 関心 を簡便 に推定 す る こ と がで
き る 。 PSNS シ ス テ ム の運営方針 に つ い て は、 当
初 暫定 的 な 方針 か ら ス タ ー ト し、 教授会や各種 の
委員会等 に お い て、 疑問点や意見 を幅広 く 聴取 し、
方針 の 変更 と 改善 を漸進的 に 行 っ て い る (吉永 &
斎藤2010 b) 。
TCS は2007 - 2010の 4 年間 に、 述べ60人の発達
障害 の ある、 あ る い は発達障害傾向 が あ る と判 断
さ れた 学生 の 支援 を 行 った が、 一部 の 学生 は オ ン
ラ イ ン 支援 で あ る PSNSも 並行 し て 利 用 した 。
PSNS に は、 富山大学 の構成員 (学生、 教職員)
で あ れ ばだれでも 参加 でき る の で、 支援 を 受 け て
い る 学生 の み が利用 し て い る わ け で は な く 、 2010
年度末 の 時点 で は、 全構成員 の約50 % が登録 し、
活発 に利用 し て い る 構成員 は約20% で あ る 。
本 プ ロ ジ ェ ク ト の理論的基盤 のー っ と し て、 著
者 ら は、 ナ ラ テ ィ プ ・ ア プ ロ ー チ を採用 し て い る
(Greenhalgh et al 1998/2001， 斎藤 &岸本 2003，
Charon2006/201 1， 斎藤2010) 。 ナ ラ テ ィ プ ・ ア
プ ロ ー チ の考 え 方 によ れ ば、 人間 は 日 々 の 経験や
自 己 に つ い て、 他者 と の 関係性 に お い て、 語 り 語
り あ う こ と によ っ て、 自 己 を創造 し て い く と 考 え
ら れ る (Charon2006/20 1 1) 。 こ のよ う な考 え 方
は、 成人 に お け る 経験的学習 とも 深い関連を持っ
て い る 。 経験的学習理論は、 省察 を促 し、 理解 を
確立 した り 改変 した り す るため の 手段 と し て、 社
会 的 な 対 話 を 最も 重 要 な も の と み な す
(Greenh algh2006/ 2008) 0 PSNS は、 ユ ー ザー
の個別性 に 強 く 依存 し な が らも、 ユ ー ザ ー 同士、
ユ ー ザー と 支援者の 物語的交流 を促進 し、 同 時 に
ユ ー ザー 自 身の 自 己 内対話 を活性化す る 場 を一貫
し て 提供す る 。 本研究で は、 TCS の 支援 を 受 けた
発達障害傾向 の あ る 一女子大学生 が、 入学 か ら卒
業 ま で の 聞 に ど のよ う な体験 を経て 自己成長 し て
い った か を、 主 と し て PSNS を 通 じ て 表現さ れ、
共有さ れた テ ク ス ト を質的 に分析 す る こ と によ っ
て描写 す る 。
2 . 研究の対象、 目的、 方法
1 ) 対象事例
本研究 の研究協力者 は、 本 プ ロ ジ ェ ク ト がス タ
コミュニケ ーション に困難をもっ女子大学生へのナラテ ィ プ ・ ベイスト ・ サポ ート 1 1  
-Webを通じた語りを中心 に -
一 ト した 年 に 入学 し、 プ ロ ジ ェ ク ト が終了 した年
に卒業した女子大学生 A 子さ ん であ る 。
A子さ ん は文系 の B 学部所属 で、 入学直後 に保
健管理セ ン タ ー に 自 主来談 した 。 来室時の主訴 は
「 う つ 気分j で あ り 、 来室 の 目 的 は 「病 院紹介希
望 J で あ った 。 初 回面接 は筆者 (斎藤) が担当 し、
病 院 を紹介す る こと に併せて、 セ ン タ ー に定期面
接 に通 っ ても ら う こと が 了承さ れた 。 こ の 時点 で
は、 TCSプ ロ ジ ェ ク ト は ま だ構築さ れて お ら ず、
A子さ ん は 3 年生 ま で は、 保健管理セ ン タ ー で の
定期的 な カ ウ ンセ リ ン グ的 サ ポ ー ト を 受 けつ つ、
キ ャ ンパ ス ラ イ フ を送 る こと に な った 。
3 年生 に な り 、 本人が就職活動 を意識 し は じ め、
カ ウ ンセ リ ン グ に並行 し て、 修学支援、 就職支援、
心理教育的支援 ( 自 己理解の促進) の必要性が生
じて来た 。 複数の支援者およ び本人 を含めた 話 し
合 い の中 か ら、 カ ウ ンセ リ ン グ に 加 え て修学支援
を行 う こと が合意さ れた 。 直接面談 ( オ フ ラ イ ン
サポー ト ) は、 ト ー タ ノレコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支援
室 (TCSI) に お い て定期面談 を行 う こと に な り 、
卒業 ま で継続さ れた 。 A 子さ ん はPSNS にも 登録
し、 マ イ フ レ ン ド で あ る 支援者 を読者対象と す る
日記を 自 発的 に投稿 す るよ う に な った 。
4 年間 を通 じ て、 保健管理セ ン タ ー で の カ ウ ン
セ リ ン グ は計58回行わ れた 。 3 年生 か ら卒業 ま で
は、 カ ウ ンセ リ ン グと 平行 し て TCSI に お け る 面
談 を通 じた修学 ・ 就職支援が行わ れた 。 こ の 間 に、
PSNS上 に 50編 の 日 記 が投稿さ れ、 そ の 日 記 を媒
介と し て 支援者と のコ メ ン ト を通 じた や り と り が
行 わ れた 。
修学支援 を 開始す るに あた っ て、 本人 の 了解 の
もと、 支援者間 の情報共有のた め の ナ ラ テ ィ プ ・
アセ ス メ ン ト が作成さ れ、 PSNS のコ ミ ュ ニ テ ィ
を通 じ て、 支援者間で共有さ れた 。 な お、 ナ ラ テ
ィ プ ・ アセ ス メ ン トと は、 西村 (2010) によ っ て
提唱さ れた、 発達障害大学生 のた め の アセ ス メ ン
ト 法 で あ り 、 「支援 に お け る 連続 的 な 判 断 プ ロセ
ス を 物語的対話 を 通 じ て 行 う た め の 方法論Jと定
義さ れ るも の で あ り 、 アセ ス メ ン ト の 内容 を物語
的 に記述す る こと によ っ て、 支援者 間 の情報交換
や支援方針 の検討、 振 り 返 り な ど、 チ ー ム ア プ ロ
ー チ を 有効 に行うた め の ツ ー ノレと し て 用 い ら れ る
も の で あ る 。
A 子さんのナラテ ィ ブ ・ アセス メ ン ト
. A 子 さ んはB 学部 3 年生で C コ ー ス に所属 し て
い ま す。 D県出身です0
・ 中学生の 頃 ま で、 継続的 に い じ め に あ っ て いた
と の こ と で、 辛 い毎 日を送 っ て いた よ う です が、
合唱部に所属 し、 そ こ で は部長を務める な ど、
実力を発揮 して いた よ う です。
-高校 3 年生の5月頃に、 気分的 に不安定 に な り 、
養護の先生が心配 し てくれて、 Y病院を紹介 さ
れ ま した。 そ こ で は 「 う つj と 言われ、 デ プ ロ
メ ールを最大で4錠服用 し て い ま し た が、 そ の
後 3 錠に減量。 一 時、 学校ヘ行けなく な っ た が、
後半か ら は学校へも行 ける よ う に な り 、 だ いぶ
良くな っ た状態で、大学へ入学 し ま し た 。
. y病院の小児科の主治医 か ら は、 後程 「彼女 は
実 は ア スペルガ一 。 で も 本人 に は告知 し て お ら
ず、 うっ と い う こ と で治療 し て い た 。 家族 も あ
ま り 分 か っ て い な いの で は な い かj と い う こ と
を知 ら さ れま し た 。
. 4月 か ら入寮 し、 多少他人 と 会 う のが怖 い と い
う 感 じ はあるが、 ま あ ま あ過 ご し て いる状況で、
市 内 の病院を紹介 し て ほ し い と い う こ と で来室
し、 斎藤 が面接 し ま し た 。
. A 子 さ ん は、 一見無表情で、 無愛想 に 見 え ま す
が、 ゆ っく り し たペ ー ス で話を聞く と、 必要な
こ と は き ち ん と 答えてくれま す。 趣昧は本を読
む こ と 。 音楽を聞く こ と な ど 。 星新一のショー
卜ショー卜やオーヘ ン リ ー な ど 。 京極夏彦のミ
ス テ リ ーを読んで、 妖怪 と かに興昧を持ち、 日
本の民俗学や人類学を勉強 し たくて、 人文学部
を選んだ と い う こ と で した 。
- いじめな ど に よ る ト ラウマのためか、 集 団 に入
っ て いく こ と に怖さを感 じた り 、 教員な ど の否
定的な言動を、 ま と も に受 け取 っ て し ま い、 落
ち込む と い う こ とを繰 り 返 して い ま し た が、 そ
のた びに、 面接でそのエピソードを共有 し、 最
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低限のアドバイ スを与え る と、 それな り に気分
が回復 し て、 ま た 日 常生活に戻る と い う こ とを
く り かえ し、 前期を乗 り 切 り ま し た 。
-夏休 み か ら 後期 に 書 けて、 サークルでの人間 関
係がで き、 居場所 がある 感 じ に な り 、 し だ い に
気分的 に も おち つ いて き ま し た 。
. 2年生 に な っ て、 無理せず授業を こ な し て いく
コ ツ がつ かめて き て、 学業的 に はあ ま り 問題 は
なく な り ま し た が、 サークルで責任のある 学年
に な っ た た め、 そ ち ら で の葛藤のため、 落ち込
む こ と があ り 、 一時休部 し た り も し ま し た が、
先輩な ど の援助 も あ り 、 な ん と か乗 り き っ て、
3 年生に進級 し ま し た 。
. 3 年 に な り 、 大学生活 に も 慣れ、 表情も 明 るく
な り 、 態度 に も 落ち着 き が出 て き た よ う に見え、
セ ンタ ーでのカウ ンセ リ ングの回数 も少なく な
り ま し た が、 そ ろ そ ろ 就職活動を と 考え る と、
気分が重くなる こ と があ り ま し た 。
- し か し、 前期 に は就職説明会 に も 出席、 夏休み
にイ ンター ンシツ プを こ な し ま し た 。 た だ、 本
人の感 じ て いる危機感は漠然 と し て お り 、 む し
ろ周 囲か ら見て 彼女の就職活動 に 不安を感 じ る
よ う に な っ て き ま し た 。 PSNSに も登録 (た ま
にマイ フ レ ンド 限定 日 記を書き ま す) し ま し た
が、 前期 は、 就職支援を個別 に 受 ける こ と につ
い て は あ ま り希望 して い ま せんで し た 。
. 10月 に入 り 、 自 主来談 し、 気分の落 ち込 みを
訴 え、 何が一番 プレッシヤー か? と訊ねる と、
やは り 就職活動である と の こ と で し た 。 そ こ で、
T CSIで の個別支 援を 受 け る こ とを勧 め た と こ
ろ、 承諾 し、 面接の予約を入れる こ と に な り ま
し た 。
. A 子 さ ん は、 対人関係 に つ い て の苦手感は漠然
と も っ て い ま すが、 具体的 に ど う い う ス キルや
方策 が不足 し て い る か に つ いて は、 自 覚がほ と
ん ど な い よ う に見え ま す。 上手く い かなくな る
と、 気分の落ち込みや体調の変化 (頭痛 な ど )
の形で 出 る こ と が多 い よ う です。
-表面 的 な表情の乏 し さ と は裏腹 に、 音楽を楽 し
む感性や、 演劇やお笑い (ラ ー メ ンズの哲学的
コ ン ト に 感動 し て い ま す) を心か ら 楽 しむ こ と
がで き る こ と 、 文 学 へ の集 中 (妖怪 が好 き で
す) な ど、 内面的 に豊 かな要素はたく さ んあり
ま す。
-就職の希望 に つ いて です が、 前期の段階で は地
元D県 か E 県を希望 し て いたのですが、 太平洋
側 の 関 東 と か東海 に就職 し た い と い う希望を語
る こ と も ある よ う です。 両親は地元 への就職を
望 んで いる だ ろ う が、 自 分の希望を優先 し た い
と い う気持ち も持っ て いる よ う です。
-カウ ンセ リ ングは 2 週 間 に 一度く ら いのペ ー ス
で継続 し ま すので、 広 い意昧での修学 ・ キャ リ
ア支援を よ ろ しくお願 い致 し ま す。 それ と、 好
き な こ と の表現の場を確保 し て あ げる こ と が A
子 さ んの積極性を増すので は な い力、 と期待 し て
い ま す。
-現在、 附属病院の神経精神 科 に つ な がっ て は い
ますが、 抗 う つ薬 は ほ と ん ど飲 ま なく と も ひ ど
く落ち込む こ と はな い よ う です。
2 ) 研究の 目 的
本研究 の 目 的 は、 以下の 2 点 に 要約さ れ る 。
①社会的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン に 困難 をも っ大学生
が、 Webと 対面 によ る 支援 を 受 け つ つ、 4 年間 の
大学生活 を 送 る中 で、 ど のよ う に成長、 変容 し て
い った か の過程 を、 語 り の テ ク ス ト を 分析 す る こ
と を通 じ て描写 す る 。
②高機能発達不均等の あ る 大学生 に対す る、 オン
と オ フ を併用 した 支援法 の 改善 に役立 ち、 新た な
実践 に枠組 み を提供す る 暫定 的 な モ デル を 提案す
る 。
3 ) 研究の方法
本研究 は、 単一事例質的研究法 (斎藤2008 b )  
を援用 し て 行わ れた 。 質的研究法と は、 ①す で に
あ る仮 説 を検証 す るた め の研究で は な く 、 あ らた
な仮 説や モ デ、ノレ の生成 を 目 指す、 仮 説生成的研究
であ り 、 ②環境 を統制 した 実験的研究で は な く 、
現場 に お い て 自 然 に起 こ っ て い る こと を記述 ・ 分
析 す る 自 然主義 的研究であ り、 ③デー タと し て 数
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値 で は な く 主 と し て テ ク ス ト を用 い る 研究であ り 、
④論理実証 主義の認識論 で は な く 、 現実 は言語 を
用 い た社会的相互交流 に よ っ て構成 さ れ る と い う、
構成論的 な 認識論を基盤 と す る 研究法で あ る (斎
藤2005) 。
デー タ の収集 を 単一事例 に限 定す る こ と の 問題
点 と 妥 当性 に つ い て は、 斎藤 (2008 b) がす で に
論 じ た よ う に、 研究 目 的 と 相 関 的 に判断さ れ る べ
きであ る 。 本研究の 目 的 は富山大学 に お け る 発達
障害大学生支援 シ ス テ ム と い う 限 定的 で個別性 を
有す る フ ィ ー ノレ ド に お い て、 A 子 さ ん と い う 個別
の人聞 が経験 し た こ と、 そ の 意味づ け を描写 し、
そ の 中 か ら 新 た な実践 に応用 可能 な な ん ら か の知
識資産 を生成 す る こ と を 目 的 と す る 。 こ の よ う な
研究 は、 効果研究で は な く 、 質的改善研究 と し て
位置づ け ら れ るも の で あ る (斎藤2008 b) 。
今回 の 分析 に用 い た デー タ は、 ①保健管理セ ン
タ ー に お け る A 子 さ ん の カ ウ ン セ リ ン グ記録 (約
24，000字) 、 ②PSNS上 に公 開 さ れ た A 子 さ ん の
日 記 ( コ メ ン ト を 含 め て約40，000字) 、 ③PSNS
上で、の支援 コ ミ ュ ニ テ ィ の ロ グ (約80，000宇) を
用 い た。
デー タ の 分析法 と し て は、 PSNS上 に公 開 さ れ
た テ ク ス ト を 中心 に、 Greenhalgh (2006/2008) 
お よ び、 Charon (2006/20 1 1) に よ る 物語分析法
に準 じ た分析 を行い。 全体の経過 を描写 す る た め
の概念生成法 と し て 木下 (1999， 2003) の提唱 し
た修正版 グ ラ ウ ン デ ッ ド ・ セ オ リ ー ア プ ロ ー チ 法
を応用 し て 用 い た 。
3 . 結果 と 考察
「 た め ら い が ち の ク レ ー ム J I 有 効 化
(validation) J I好 き な も の 語 り J I往復書簡J I気付
き (awareness) J I共有 (sharing) J I誘発 さ れた 自
己 開示 J I 自己 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の語 り 」 の 8 個 の
カ テ ゴ リ ー が生成 さ れた。
以下 に 結果 と 考察 の提 示 を 木下 (1993) が提 示
し た概念説明 的記述に準 じ て行 う 。
作成 さ れた カ テ ゴ リ ー と 概念 は太字 に て 示す。
A 子 さ ん の 日 記中 に表現 さ れた例示 (ヴァ リ エ ー
シ ョ ン) を[ Nl]'"'-' [ NO] で示す。 支援者 か
ら の応答 は[Rl]'"'-' [RO] で示 す。 # の番号
は報告 さ れた 日 記の番号 を現す。
A ) カテゴ リ - 1 :ため ら いがち のク レーム
A さ ん に と っ て、 日 記 を 書 き、 自 分の表現 し た
い 内容 を読者 に曝 す と い う 行為 は と て も 勇気の い
る こ と で あ っ た 。 一つ の 日 記が書 か れて か ら、 次
の 日 記が書かれる ま で に は長時間 を要す る 傾向 が
あ っ た 。 A さ ん の 日 記 に お い て 比較的早期 に 現れ
た の は、 オ フ ラ イ ン での 支援室での や り と り に お
い て十 分 に表現でき な か っ た こ と を、 PSNS 日 記
に 書 く とい う こ と で あ っ た 。 そ の 中 に は、 も し そ
の 内容 が直 接面談の 中 で語 ら れた と す れ ば、 支援
者 に対す る 不平や不満 と し て 受 け取 ら れて し ま い
かね な い 内容 が含 ま れて い た 。 A さ ん は、 そ の よ
う な 「 ク レ ー ム と し て 受 け取 ら れかね な い感情J を
「 た め ら い が ち にJ 日 記 に お い て表現 し た 。
[ N  1 ] < コミ ュ 二ケーショ ン支援室〉
コミ ュ 二ケ-ショ ン支援室の面談を受けて き
ま した 。 前田の面談で、 私の好 き なマ ンガ に つ
いて知 り た いので、 現物を持っ て き て ほ し い と
の こ と で し た 。 高橋葉介 と い う 人の作品で、 筆
で描かれた絵がと て も美 しく、 水木 し げるや高
畠華宵の影響が見 ら れる のを も っ て い き ま し た 。
グ ロ テ スクな描写が先生た ち に は受 け付 けな か
っ た よ う で (昔か ら人体をバラバラ に する こ と
が多 い人です) 、 気持ち悪 い と か怖い と かい う
感想で し た 。
う ー ん、 作者を尊敬 し て作品を集めち ゃ っ て
いる私に と って はほ と んと、拷 問 だ 。
その後、 高橋葉介 の ど こ が好 き か聞 かれ ま し
た があ ま り 答え ら れ ま せんで し た 。 ま あ語る と
長 い し語る気 も な か っ た ので そ の こ と につ いて
は落ち込んでいな いのですが。
理解で き なか っ た の が、 「 こ の漫 画家の ど う
い う と こ ろ が好 き か具体的 に答え ら れる と、 自
己PR に な るj と い う 話で し た 。 実 は最初の面
接から こ う いう 趣旨の こ とを言われてい ま すが、
14 
ず っ と疑 問 に 思 いつつ聞 け な いで い ま す。 好 き
なマ ン ガや画家 に つ いて 「好 き な理由J を考え
る こ と は 自 己分 析 の 一環 だ と 思 っ て い た ら、
「 自 己PRJ と 言われ驚 いて い ま す。
それに し て も先生た ち は私の話を メモを取 り
な が ら聞いて いるのですが非 常 に 苦手です。 個
人情報云々 が気 に なる と い う こ と で はあ り ま せ
ん。 う まく表現で き ま せんが、 た ぶんそれが生
理的 に不快 なのだ と 思 い ま す。 な ど と 考 えつつ
やめて ほ し い と も言えず・. '0 
私 が学生支援課 に体調不良な こ と が多く単位
取得に不安を抱いて いる と い う こ とを相談 し に
行 っ た と こ ろ、 コミ ュ 二ケ ーショ ン支援室の方
に 話 が行 っ た そ うで、 18 日 は そ れ に ついて の
話も少 し し ま し た 。 で も、 先生たち が相談内容
に つ いて ど れく ら い把握 してくだ さ っ て いる の
か要領を得 ま せんで し た 。 たぶん私の聴 き 方 も
悪かっ たのでし ょ う けれ ど 。
1 年生の時、 学部に相談 に行った際のよ う に
[成績証明書 に は不可 に な っ た科 目 は記載 さ れ
な いJ rそ う い う悩みを抱 え た 学生は い っ ぱい
いるj と なだ め ら れて終わ っ た ら ど う し よ う 。
コミ ュ 二ケーシヨ ン能力 の欠如 と い う か、 人 と
関わる こ と が こ の上なく不安 なのですが、 就職
で き るので し ょ う か。 支援室の先生た ち はそ れ
に ついて は言及 した こ と があ り ま せんが。
日 照時 聞 が少 な い影響なのか、 昼 間起 き て い
る の が辛くて仕方があ り ま せん。 授業 と 就職活
動を両立 で き る気が し ま せん。 ( # 3 )  
[ た めら い が ち の ク レ ー ム] は次項で示す よ う
に、「 有効化J を含む応答 に よ っ て、[好 き な も の
語 り J へ と展 開 し て い っ た が、 修学支援 の プ ロ セ
ス が次の段階 に入 る 時 に、 再 び出現す る こ と が あ
っ た 。 次の 日 記は、 修学支援か ら 就職支援へ と 面
談の 目 的 が変更 さ れた 直後 に 書かれた も の で あ る 。
[ N  2J (支援室〉
き の う久 しぶ り に人前で泣 いて し ま い ま し た 。
泣 いた と い う よ り 、 涙が 自 に ど ん ど んた ま っ
て い き、 こぼれた と い う の が正 し いです。 ハ ン
カチを持ってくればよ かっ た と 思い ま し た 。
就職の相談を して いる 時で し た 。 相 手 と 目を
合わせ ら れず、 こ れか ら の就職活動の苦労を考
え る と、 劣等感 と 不安で い っ ぱい に な り ま した 。
就職活動をする の は 「がんばっ た け ど だ めだ っ
たJ と い う こ と に し た い と い う 面 があ り ま す。
「実家 に帰 っ てくればい いのだ か ら、 気楽 に う
けてくれば い しリ と家族 は言い ま す。
人 と 会 う のす ら こ んな に 苦 し いの に、 就職な
んでで き るので し ょ う か。 ( # 40)
B) カテゴ リ - 2:有効化 (validation)
「 た め ら い が ち の ク レ ー ム j を含む 日 記 に対 し
て、 支援者間 での情報交流が行わ れ、 対応方針 が
話 し合われた。 支援者側 の 共通認識 と し て、 A さ
ん が面談中 に表現で き な か っ た 感情 を PSNS上 で
表現 し て も ら う こ と に対 し て 高い価値 を 認 め、 そ
れ を 肯定的 に評価す る と と も に、 積極的 に対話 を
促進す る 方向 で対応 す る こ と を確認 し た 。 PSNS
上 で は支援者 か ら 「有効化」 を 意識 し た コ メ ン ト
が返 さ れて い た 。
[R1J ( N 1 への レス〉
>作者を尊敬 し て 作品を集めち ゃ っ て いる 私 に と
つ て はほ と ん ど拷 問
よくわか り ま す。 自 分の好 き な作品 と い う の
は、 自 分の分身 と い う かそれ以上のも のですか
ら、 他の人 か ら 理解 さ れな い と い う の は辛いで
すよね。 ま あ、 それだ けユニークで独 自性 があ
る と い う証 明 で も あ る のですが…
>やめて ほ し い と も言えず…
↑上記 に つ いて は、 私 か ら伝 え る こ と も で き ま
すが、 ど う し ま し ょ う か?
>授業 と就職活動を両立で き る気が し ま せん。
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こ れ は と ても大切な問題だ と 思 い ま す し、 そ
う 感 じ る の は的 を得て いる と 思 い ま す。 確 か に
授業 と 就職活動 と卒論 を すべ て 同 時並行で進め
る と い う の は、 誰 に と っ て も と て も 困難 な こ と
です。 ど う い う優先順位 を つ ける か、 それに伴
って、 具体的 に誰に配慮 を 求める か、 支援室の
先生方も含めて、 一緒 に 考 え て い けれ ば と 思 い
ま す。
[R 2] ( N 2へのレ ス 〉
そ う で し た か。 A 子 さ んが泣いて い る よ う に
は男え ま せんで し た 。 鈍感で申 し訳な いです。
私な り に、 就職活動 に 向 き合 っ て い こ う と い う
A 子 さ んのお気持ち を感 じ取 っ た つ も り で い ま
す。
昨 日 は就職活動の標準的 な流れを説明 し ま し
た が、 その 中で、 A 子 さ んに合 っ た方法 を 一緒
に探 し て い き た い と 思 っ て い ま す。
面談の場では言え な か っ た こ と を、 PSNSに書
いて も ら え る と と て も助 か り ま す。 よ ろ し く お
ねがいし ま す。
C) カテゴ リ - 3:好 き な も の語 り
表現す る こ と へ の た め ら い が、 「有効化J の応
答 で受 け と め ら れ る と、 A 子 さ ん は、 自 分が好 き
な も の、 心 か ら 愛す る 物事 に つ い て、 豊 か な 語 り
を表現す る よ う に な っ た 。 そ の 語 り は、 豊 富 な知
識の披露 に 始 ま り 、 豊 か な感情表現 を含む も の で
あ っ た 。 さ ら に そ の語 り は、 時間順の流れ を 持 っ
て お り 、 自 分 自 身の歴 史 を 明 ら か に す る 形式 を持
っ て い た 。
[ N  3 ]  (高橋葉介〉
ち ょ っ と だ け語 っ て み ま す。
出 会 い は週刊少年チャ ンピオ ン に連載 して い
た短編シ リ ーズの 「学校怪談J です。 こ の雑誌
は父が、 手塚治虫 が連載 を 持 っ て いた こ ろ か ら
定期購読 し て いた影響で毎週読 んで い ま し た 。
第 1 話 か ら 明 ら かに他の連載陣 と は違う絵で
し た が、 あ ま り抵抗 はあ り ま せんで し た 。 人 が
すぐ死んだ り そのた びに内臓 が出た り 、 主人公
が死んで次の週 に は何事 も な か っ た かの よ う に
登場する のがショッキ ングで し た 。 文庫版 を全
巻持っ て い ま す が、 主人公 が最後 に精神病院 ら
し き と こ ろ に入 れ ら れて終わる な ど、 今ではで
き な いよ う な話も あ り ま す。
文庫版が 出 た と き に懐 か し く て買 い ま し た が、
こ の漫 画 は怖 く て救 いのな い話ばか り で はあ り
ま せんで し た 。 台詞の一切 な いサ イレ ン ト は こ
のシ リ ーズで初めて読み ま し た し、 意外な結末
ある な ど今読み返 し て も 面白 い話が多 いのです。
だ か ら こそグロ テ スク な 表現 が多 く て も読 んで
いたのだ と 思 い ま す。
今読んで も 怖 い と 思 う 表現 は、 1 つの コマの
中 で幽霊や妖怪 がそばに い る の に登場人物た ち
が ま っ た く 気づ い て な い も のです。 古 い家 に泊
ま っ た ら座敷わ ら し がつ いて き て し ま い、 「私
と入れ替わ ろ う と して いるj と、 ひ ど く 怯え る
少女 と なだめよ う と する主人公がいて、 天井か
ら座敷わ ら し が不気味な笑みを湛 え て少女 を 見
つめて いるコマはその最た る も のだ と 思い ま す。
不安 は 的 中 し、 座敷わ ら し は主人公の 目 の前
で、少女 と入れ替わ っ て し ま い ま す。 し か し主人
公 を含め誰もその こ と に気づ き ま せん。 最後の
コマで は主人公 は本物の少女 を夢 に見て、 「誰
だ か思 い 出せな いJ と独自 し て終わ り ま す。
数年た っ て か ら著 者 が筆で絵を描いて いる ら
し い と い う こ と がわ かリ ま し た 。 き っ かけは某
雑誌で偶然見つ けた短編で し た 。 人物の線 が美
し いので、 自を凝 ら す と 明 ら かにぺ ン で は 出 な
い線だ っ た ので す。 その後、 著者の作品 を読む
た びに人物の輪郭の描 き 方 を 意識 し て 見る よ う
に な っ た ので、 著者 と の第 2の 出 会 い と 言 え る
かも し れ ま せん。 r学校怪談j以降の作品 を 見
て いる と絵の変化 が激 し い こ と がわ か り ま す。
最近描 き方が変わ っ た みた いで、 人物の眉 と 目
だ け印象 が違 い ま す。
近年の絵の魅力 が発揮 さ れて いる の が早川書
房 か ら 出 て いる[夢幻紳士J 3 部作だ と 思 い ま
す。 こ れは著者の人気キャ ラク タ ー ・夢幻魔実
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也の活躍を描 いた物語です。 マ ンガです か ら 当
然白黒なのですが、 画材のせいか塗 り 方のた め
かその黒がやた ら美 し く 感 じ ら れ ま す。 シ リ ー
ズ第 2部である人物 が家 に放火するのですが、
その人 が松聞 を 手 に燃える家 を 見つめる 目 がす
ご い イ ンパク卜で し た 。 狂気 を帯 びているの が
一 目 でわ か り ま し た 。
「 ジヨ ジヨの奇妙な冒険jの荒木飛目彦の よ
う に ( この人の絵 もす ごいです) 画集が出 た ら
ぜひほ し いです。
絵 に抵抗 がな く て、 グ ロ テ スク な描写が苦手
で な か っ た ら是非お勧めです。 ( #4)
[N 4] <今年で没後18年〉
尾崎豊 が好 き です。 この人が亡 く な っ た と き、
当 時 3 、 4歳だ っ た私は存在す ら認識 し て い ま
せんで し た 。
本格 的 に聞き始めたの は高校 2年生の時で し
た。 この年、 1 3回忌記念の アルバム が発売 さ
れ ま し た 。 I1 LOVE YOUJ が好 き で、 ち ゃ ん
と聞 いてみた い と 思 っ て いたので買 い ま し た 。
初 めて聞 く 曲 が多 か っ たので、すが、 歌詞 に胸 を
打た れ ま し た 。 ます 1 曲 目、 1 1 7歳の地図j
と い う曲の 「親の背中 に ひたむ き さ を感 じ てj
f手を差 し伸べて お前を求めな い さ この街J と
い う フレ ーズ で、 彼 は 「卒業J 1 1 5の夜jの よ
う な十代の葛藤や反逆 を軟 っ た だ けではないの
だ と 感 じ ま した。
[卒業j に し て も1 1 5の夜j に し て も改め
τ歌詞を読む と き ち ん と 言葉を選 んで 書 い て い
る こ と が分 かリ ま す。 1 こ れか ら は何が俺 を縛
り 付 ける だ ろ う J 1 あ と 何度 自 分 自身卒業すれ
ば本当の 自 分 にた ど り 着 ける だ ろ う J やf誰 に
も縛 ら れた く な い と 自由に な れた気 が し たj と
い う フレーズ に よ っ て、 この人 は単 に逆 ら っ た
り 逃 げた り するだ けでは何も変わ ら な い と い う
こ と を 分かっ て こ う い う こ と を書 い て いるのだ
と 感 じ ま し た 。 ま あ、 こ れが嫌だあれが駄 目 だ
と 書 いて いる独 り 言みた いな歌な ら 最初 は イ ン
パク卜で売れ る か も し れ ま せんが死後 も聞 き継
がれた り する はずが無 いんですよ ね。
よく聞 いて いたのは半年間ぐ ら いで、 し ば ら
く 尾崎 か ら離れて い ま し た が、 この前何年振 り
かに尾崎の歌を某動 画投稿サ イ ト で聞 い た ら 自
然 と涙 がボ口ボ口 出 て し ま い ま し た 。 自 分で も
驚 き ま し た 。 ち なみに昔も聞 い て は泣いて いた
のですが、 軟 う姿を見るの はそれが初 めて だ っ
た こ と や、 好みが高校生の 頃 と 変わ っ て いな い
可能性 を差 し 引 いて も、 5年近 く 離れて いた人
聞 を泣かせる こ と は相 当 す ごい こ と なの で は な
いで し ょ う か。
それがき っ か けで、 つ い最 近 コ ンサー トのD
VD を買 い ま し た 。 IBirthJ と い う 最後 と な っ
た コ ンサー卜ツ アーです。 M Cの時の両頬 に 人
差 し指 を 当 て た お ど けた しぐ さ に 驚 き ま し た 。
意 外 に お茶 目 な人 だ っ た よ う で す 。 IKISSJ
と い う曲の直前 に 「君た ち も いずれ社会 に 出 る
だ ろ う け ど、 寂 し い と き に は俺 が行 っ て優 し く
キ ス し て あ げる リ と、 観客 に 向 か っ て投 げキ
ス したの に は私 ま で ド キッ と し て し ま い ま し た 。
私は投 げキスする人聞 を外国の フ ィ ギユ アスケ
ー タ ー し か知 り ま せん。 (注: IKISSJ は ラ ブソ
ン グ で は な く 社 会 人 を励 ま す 歌 で す )
I1 LOVE YOU ! J と 観客 に叫んで いたの も印
象的で した。
曲 は ほ と ん ど20代 に な っ て か ら 作 っ た もの
で、 ほぼ 1 0代の 頃の曲 し か知 ら な い私 に は雰
囲気の違いが感 じ ら れ ま し た 。 新 し い ものの模
索 中での死 は本 当 に惜 し い と 思 い ま し た 。
ア ン コ ールの後、 穏やかな表情で 「 ど う も あ
り がと う 。 ま た会 い ま し ょ う J と 言 っ て 去 っ て
い っ たの を見て、 何 も 確証 は無 いの に、 この人
は 自 殺で亡 く な っ たのではな い と 思 い ま し た 。
も ち ろ ん後て舎気持ちの変化 があ っ た可能性 は否
定で き な い し、 この時点、で 自 殺を考えて いた と
し て も ま と も な人間な らそんな こ と を ファ ン に
言 う わ け がな いのですが。 それで も 未来の こ と
を約束 さ れる と希望を持ち た く な り ま す。
某動画投稿サ イ ト で尾崎の動 画 に 「古 い、 新
し い は関係な い。 残るの は本物だ けj い う コ メ
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-Webを通じた語りを中心 に -
ン ト があ り ま し た 。 その通 り だ と 思 い ま す。 賛
否両論 はあ っ て 当然ですが、 死後も私のよ う な
ファ ンがいるのはや は り 彼の歌が魅力 的 だ と 感
じ る人がいる か ら で し ょ う 。 ( #5) 
上記 に例示 さ れた よ う な「 好き な も のJ I好 ま
し い も の J に つ い て の豊 か な 語 り は、 卒業 ま での
支援の聞 を通 じ て 継続的 に 日 記の話題 に 取 り上げ
ら れた 。 話題の対象 も 次々 と 付 け加 え ら れ、 歌手、
漫画家、 小説家 と い っ た 人 々 か ら 、 絵画 な ど の芸
術作品 、 さ ら に は思想 と い っ た抽 象的 な も の へ と
展 開 し て い っ た 。 さ ら に そ れ は卒業研究の テ ー マ
に ま でつ な が る こ と に な っ た 。
[ N  5J <持情画〉
卒論で は『少女の友』 と い う少女雑誌 とその専
属画家- 中原淳 ー につ いて扱 う予定。
『少女の友』 は明治4 1 年 か ら昭和30年 ま で、
実 に47年 と い う 日 本の 出版史上 最 も長 く 刊行 さ
れた雑誌で、 川端康成 も連載 し て い ま し た 。 田辺
聖子 も少女時代に愛読 し て お り 、 投稿欄 に作品 を
送って い ま す。
中原淳 一 は表紙や連載を手掛 け読者である少女
た ち か ら圧倒 的な支持を得 ま し た 。 その ファッシ
ヨ ンセ ンス は現代人の目 か ら見て も色あせな い輝
き を放 っ て い ま す。 私は彼の描 く セー ラー服の襟
から愛を感 じ ま す。 繊細で美 し い曲線で、 い か に
も少女の胸元 を飾る の に ふ さ わ し い感 じ。 初めて
見た と き、 自 分がセー ラ ー服を描 く と た だ の線の
組み合わせ に なる こ と を恥 じ ま し た 。
で も 1 番好 き なのは高畠華宵。 こ の人 が生 き て
いた ら 「華宵先生J と 呼びた いです。 彼の描 く 女
性は色 っぽ く かっ上品。 個人的 に 彼の描 く 服 を着
た いです。 Iサ口 メ J がプリ ン卜 さ れた絵葉書を
持 っ て い ま すが裸足のつ ま 先の描 き 方 が浮世絵の
よ う だ と 思 っ て いた ら、 日 本画の影響 も少な か ら
ず受 けて いた こ と がわ か り ま し た 。 それを知 っ て
少 し得意な気持ち に な っ て し ま い ま し た 。
そ う い え ば先月、 石川県金沢で聞 かれた夢二展
に行 っ て き ま した。 夢二のゆ か り の地だそ う で。
夢二はグラ フイツクデザ イ ナーの先駆 けで、 挿
絵だ けで な く 本や楽譜の装丁 も 手掛 け、 東京 に 自
分で、 プロデ ュ ー ス し た雑貨 を売る屈 ま で も っ て い
ま し た 。 … と い う こ と を行 っ て みて 初めて知 り ま
し た 。 作品は い く つ か知 っ て いた のですが。
館 内 に は{宵待ち草j が流れて い ま し た 。 1 階
は 常設展示 を して お り 、 夢二の生涯や創作に影響
を与え た女性の こ と を扱 っ て い ま し た 。 苦悩の付
き ま と う 一生だった ら し く 、 彼 が女性 に あ て た 手
紙や母への思 いをつづ、っ た短冊を読んで思わず目
頭 が熱 く な っ て し ま い ま し た 。
2階 は今回目玉の特設展示で、 植物や動物 をモ
チー フ に し た 作品 が展示 して あ り ま し た 。 子供向
け雑誌の仕事も扱われて いたのですが[夢二は子
供向 け雑誌の仕事は楽 しんでや っ て いたJ と い う
説明 に少 し救われる思 い が し ま し た 。 作品 に使わ
れる色 も黄色や赤 と い っ た 明 る い色で、 牧軟的雰
囲気 を醸 し 出 して いる気が し ま し た 。
ひ と つ衝撃だ っ た の が 「ほた るJ と題 さ れた絵
です。 和装の女性の絵なのですが、 その表情、 と
く に目 か ら 彼女の悔 し さ や歯 がゆ さ と い っ た気持
ち が伝わ っ て く る よ う で し た 。 短歌 ら し い も の も
一緒 に 書 いて あ り 、 ど う や ら 彼女 が客 か冷淡 に扱
われた芸妓 (遊女?) ら し い と わ か り ま し た 。 短
歌を描いたのが夢二なのか他の誰かなのかわ か り
ま せん が、 ち ょ っ と腹が立 っ て し ま い ま し た 。
売屈 に は夢二のデザ イ ン を あ し ら っ た メモ帳な
ど が売 っ て い ま し た 。 イチゴ と ど く だ み と キノ コ
が可愛 いです。
夢二が多彩 な才能を 発揮 し て いたク リ エ イ タ ー
だ と い う こ と がわ かる 小旅行で し た 。
ああ、 思 いつ く ま ま に書 い て し ま っ たo 上の 3
人の経歴、 作品等 に間違 い があ っ た ら お知 ら せ く
だ さ い。 ( # 1 1  ) 
D) カテゴ リ -4:往復書簡
自 分が好 む も の に つ い て の語 り が連続 し て 日 記
に投稿 さ れ、 そ れ に対 し て 支援者 か ら の肯定的関
心 を示す応答が な さ れ る 中 で、 A 子 さ ん の 日 記表
現は、 初 期 の 一方的 に読者 に向 か つ て投げか け ら
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れ る 語 り か ら、 し だ い に双 方向 的 な や り と り へ と
変化 し て い っ た 。
[N6J <前回の 日 記 に コ メ ン ト を下 さ っ た方へ〉
S さ んヘ
>私は実 は尾崎豊 に ついて は、 名前を知 っ て い
る だ けで、 今 ま で き ち ん と聴いた こ と がな か っ
たのですが、 A 子 さ んの 日 記を読 んで、 「 こ れ
は一度 き ち ん と聴いて おかな ければJ と 思 い ま
し た 。
コ メ ン ト あ り がと うござ い ま す。
私の 日 記を読んで献を聴い て みた いと い う気
持ちに な ら れた な んて、 ファ ン と し て う れ し い
や ら あの 日 記に そ こ ま での影響力 がある の か と
驚 く や ら、 複雑 な気持ち です。
尾崎豊 に は今で も色槌せ な い魅力 がある と 思
い ま す。 それを共有 で き る人が増 え る の は と て
も う れ し いです。
た と え ば尾崎を聞 く こ と を[渋 しリ と 言われ
た こ と があ り ま す。 確 か に 時代を 感 じ さ せる 表
現は あ り ま す 。 Iダ ン ス ホー ルj と い う 曲 に
「あた しリ と い う 一人称や 「長 い スカー卜j と
い う単語 があ り、 驚 き ま し た 。 ジェネレ ーシヨ
ンギャッ プですね。
こ の彼女 「あた しリ は歌の主人公 に 学校をや
めて働 い て いる こ と を話 し ま す。 尾崎 は そ う い
っ た状況に対する彼女の感l情を こ う 表現 し ま し
た 。
「長 い スカー ト 引 き ず っ て たのんび り 気分 じ ゃ
な いJ
こ の秀逸 さ は語 る ま で も な い気 がする か ら割
愛 し ま す。 も ち ろ ん 「ダ ンスホールj は大好 き
な曲です。
>A子 さ んの文章 は説得力 があ り ま す 。 自 分の
感動を第三者 に も共有 さ せる橋渡 しの力のある
文章ですね。
そ んな事を言われる の は初 め て で、 戸惑 っ て
し ま い ま す。 作文で ほ め ら れた こ と はな いです
し、 受験での小論文は大嫌いで し た 。
たぶん好 き な物事 に つ いて は、 頑張 っ て 順序
立て て 書 こ う と 思え る の だ と 思 い ま す。 小論文
は社会問題 な ど 言 っ て し ま え ば全 く 身近 じ ゃ な
い、 考え た こ と も な い よ う なテ ーマ が多 か っ た
よ う に 思 い ま す。 作文は起 こ っ た 出来事を た だ
書 け ばい いの だ か ら 楽 だ、 と 思 っ て 書 い て いた
よ う な・ ・ ・ 。
好 き な物事につ いて は、 や は り それを誤解 さ
れる のは心外で、 じ ゃ あ こ の 日 記を 「公開 し な
しリ に設定すればすむのですが、 「私の好 き な
も の はこれだ け素晴 ら し いのだ! J と い う こ と
を知 っ て ほ し い気持ち もあ り 、 そ れで も あ ま り
大勢の人や見ず知 ら ずの人に公開する ほ どの勇
気 も な いのです。
書 く と き はす ご く 悩み ま す。
書 き た い こ と に ま つわ る 具体 的 なエピ ソ ー ド
が あ っ て も う ま く 前の文 と つな げな い と き は書
き ま せん し、 ファ ンだ か ら と い っ て 感情的な文
は 自 己満足のよ う な気 がす る ので最低限に し よ
う と し て い ま す。 I私 は こ れが大好きですが公
平 な目 も 持 っ て い る んですよJ と い う精一杯の
アピールかも し れ ま せん。 ま た、 同 じ 表現や単
語 は く ど いのでなるべ く 使 わ な い よ う に して い
ま す。 こ れは単 に私の文章の好みです。 1'""が
す ご しリ な ど の あい ま いな表現 も避 け ま す。 星
新 ー がエッセ イ で 「す ご く J と い う 言葉を安易
に使 う風潮 は ど う か と 思 う と い う こ と を言 っ て
いたので、 それを ち ょ っ と 参考 に し て い ま す。
人の文章 を読んでいて こ の言葉がある と 「す ご
い っ て ど う い う ふ う に?J と突 っ込みた く な り
ま す。 で も、 ど う 言 え ば い い かわ か ら な い と き
は と り あえず 「 す ご しリ と 書 い て おいて、 自 分
の文章 に イ ラ イ ラ し て か ら、 「 こ う い う と こ ろ
がこ う な っ て いて こ う 感 じ た なJ と 具体 的 に 考
えて い く のでや っ ぱ り 便利 な言葉です。 ま と ま
ら な い と 思 っ た 時はな く て も い い と 思 っ た所を
削 っ た り 順番を入れ替えた り し ま す。 高橋葉介
に つ いて の文はこ れで、すっ き り し ま した。
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な どと偉そ う なとと を言いつつ ま だ 2回 し か
興昧のある こ と に つ いての文を書 い て い な いん
ですよね。 興昧のある こ と や好 き な こ と につ い
てな ら、 みんな こ れ く ら いの文は書 ける よ う な
気が し ま す。
いつも、 横書 き で こ の長 さ と フォ ン卜の大 き
さ で は読む方が嫌 に な る かも と 思 っ て い ま すが
ど う なんでし ょ う か? ( #6) 
[R 3 J  ( N 6へのレ ス 〉
お はよ う ござ い ま す。
前回 のレ ス につ いて、 日 記に と り あ げて いた
だ き あ り がと う ござ い ま す。
>たぶん好 き な物事 に つ い て は、 頑張 っ て 順序
立 て て書 こ う と 思えるのだと思 い ま す。
こ れは、 とて も 大切な こ と で は な い か と 思 い
ま す。 誰に と っ て も、 自 分 が好 き だ と思 う こ と
に ついて は、 自 分の 中 だ け に と ど めて お く ので
はな く 、 他者 に伝 え よ う と する し、 伝 え る た め
には、 て いねいに言葉 を選び、 て いね い に 言葉
を つなぐ必要 があ り ま すが、 その作業 は苦 に な
ら な いですよね。
同 時 に、 自 分 に と っ て 大切な も の につ いて 他
者 に語る と い う こ と は、 ある意昧で は、 自 分 自
身 を他者の評価にゆだねる と い う側面をも っ て
いる ので、 た め ら わ れると い う こ と も 当然だ と
思 い ま す。
し か し、 「 自 分 にと っ て 本 当 に 関心のある も
のj に つ い て の、 て いね いな文章 は、 おそ ら く
多 く の人に対 し て[伝わ るj も の だ と 思 い ます
し、 勇気 を も っ て公開 し て よ い も のだと思 い ま
す。
>横書 き で こ の長 さ と フォ ン卜の大 き さ で は読
む方が嫌 に なる か も と 思 っ て い ま すが ど う なん
で し ょ う か?
こ れ に ついて は、 一般的 に言 っ て、 こ の く ら
いの長 さ な ら問題な い と 思 い ま す。 も ちろん、
多数の人 に公開する場合 に は、 興昧を も た な い
人 も 当然 い ま すので、 そ う い う 人 は長 さ に かか
わ ら ず興昧 を も た な いので、 ど ち ら にせよ気 に
する必要はな く 、 興昧を持つ人 に と っ て は、 こ
の く ら いの長 さ は苦 に な り ま せん し、 む し ろ必
要なボリ ュ ームなので は な いで し ょ う か。
E ) カテゴリ-5:気付 き (awareness)
好 き な も の に つ い て 語 り 、 そ の話題への応答 と
相互交流が繰 り 返 さ れ る 中 か ら、 A子 さ ん は、 自
分 に 起 こ っ て い る プ ロ セ ス に つ い て の気付 き を語
る よ う に な っ た 。 そ の 多 く は、 今 ま で に 自 分 に も
説 明 の つ か な か った 体調や気分の不調や 自信 の な
さ な ど に つ い て の も の だ っ た 。
[ N  7J (気づいた こと〉
体調が崩れる と も ち ろ ん苦 し いのだ けれど、
な んとな く ホツ と し て し ま う の は、 授業に出な
い こ とや就活を し て い な い こ と が後 ろ めた い か
ら だ と気づ き ま し た 。
思え ば前は、 自 分 はた だ怠 けて い る だ け じ ゃ
な いの か と 考えて し ま っ て、 辛 か っ た で、す。 多
分 こ れも気分が落 ち込 んだと き、 悪循環みた い
に し て浮 かぶ考 え な のだ と 今 は思 い ま す け ど 。
気分の落ち込み と体調不良 を イ コ ールで結べ な
く て 苦 し か っ た ですね。
今は攻撃の対象が外ヘ向 く よ う に な っ て 授業
中 は[早 く 終われ終われJ と 念 じて い ま す。 う
ーん、 不健全だ。
1 圃 2年の頃は体調 が悪 く て も 部活に参加 し
て い ま し た が、 それは後 ろ めた さ を減 ら すため
だ っ た のですね。
自 分で も 何を書いて い る の かわ か ら な く な っ
た ので終わ り に し ま す。 ( #7) 
[N 8J (気づ いた こ と ・ その 2)
[ 自 分の知 っ て いる よ う な こ と を人 が知 ら な
いと イ ラ イ ラするで し ょ う?J と院生の先輩か
ら 言 わ れ ま し た 。 23 日 に コー ス の メ ンバーと
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飲んだ帰 りの こ と です。 酔 っ て い ま し た し眠 か
っ た ので、話の流れなと、細力、い と こ ろ は覚えて い
ま せんが、 「 自 分 を卑下するの はやめた ほ う が
い いJ と も いわれま し た 。
その先輩 に話 し た こ と で、 は っ き り 覚えて いる
の は 1 年 く ら い前 に飲み会の席で[ 自 分 は太宰
治が好 き だ がど う して も ファ ンの視点、で見て し
ま うので研究の対象 に はで き な しリ と い う こ と
く ら いです。 つ ま り 飲み会 く ら いで し か親 し く
話 さ な い伸です。 し か し、 図星で し た 。
ど う や ら私 は 自 己評価が著 し く 低いよ う です。
た と え ば先輩の言う よ う に、 自 分の知 っ て いる
よ う な こ と を人が知 ら な い と なる と ま ずイ ラ イ
ラ し、 イラ イ ラ した 自 分 に 自 己嫌悪を覚え ます。
優越感を覚えた場合 も 同様。 ま た相 手 が 自 分 よ
り能力 が優れて いる場合、 特 に 何かフォロ ー し
て も ら っ た 時 な ど も 「 この 人 に 引 き換え 自 分
はJ と やは り 自 己嫌悪 に な るのです。 ち ょ っ と
ずっ傷つ き な が ら、 いや、 傷 つ け な が ら生活 し
て き た よ う な気が し ます。 ど う り で人付 き合 い
が辛いわけです。
・ ・ ・ と い う よ う な こ と が分か っ て かな り す っ き
り し ま し た 。 し か し こ こ か ら ど うすれば良 いの
や ら 。 rあなた は も っ と ファ ンキーな人生が送
れる はずJ と い うのは同 じ先輩の言葉ですが、
何 を根拠 に と 聞 い た ら 「勘j だ そ う で す 。 ( #
1 3  ) 
F) カテゴ リ -6:共有(sharing )
A 子 さ ん が 日 記で語 る、 「 自 分 の 中、 あ る い は
自 分 と 環境の 中で起 こ っ て い る プ ロ セ ス へ の気付
き の表現 に対 し て、 支援者 は そ の表現 を 分 か ち 合
う ( シェ ア す る) こ と をJ心 が け て い た 。 こ の よ う
な や り 取 り の後で、 A 子 さ ん の体調や気分 は 著 し
く 改善 し て い る こ と が併せて 語 ら れ る よ う に な っ
た。
[R4J ( N  7へのレ ス〉
こ んばんは。
>体調が崩れる と も ち ろ ん苦 し いのだ けれ ど 、
な ん と な く ホッ と し て し ま うの は、 授業 に 出 な
い こ と や就活を し て いな い こ と が後 ろ めた い か
ら だ と気づ き ま し た 。
こ れは重要な気づ き ですね。 なる ほ ど …。
>気分の落ち込み と体調不良を イ コ ールで結べ
な く て 苦 し か っ た
気分が落 ち込む→必要 な こ と を し て い な い と
い う 罪悪感が生 じ る→ ます ます気分が落ち込む
→限界 ま で く る と体調 が崩れる→少な く と も罪
悪感は少 し軽く なる
この流れか ら 考え る と、 体調が崩れる と い う
の は、 悪循環を緩和す る た めの、 身体の知恵 か
も しれ ま せんね。
体調が悪 く て も無理 し て 部活 に行 く と、 罪悪
感 は減る けれど、 益々苦 し く なる→ こ れも も し
かする と 悪循環の一部を形成 し て い た か も し れ
ま せん。
>今 は攻撃の対象が外へ向 く よ う に な っ て 授業
中 は 「早 く 終われ終われJ と 念 じて い ます。 う
ーん、 不健全だ。
いや いやこ れは、 不健全ではな く 、 有効な対
処かも しれませんよ。
いずれにせよ、 体調 と気分の悪循環を緩和す
る 大 き なヒ ン ト に なるので はな いで し ょ う か
[R5J ( N 8へのレ ス〉
>あなたはも っ と ファンキーな人生が送れるはず
こ れはすば ら し い言葉ですね。
自 分が何か (特 に辛 い こ と ) を感 じ る メ カニ
ズム ( と い う かプロ セ ス と い う か) 、 は、 通常
は 自 分 に は見 え な い ものですよね。 それが見 え
て腕 に お ち る と、 人聞は明 ら かに変化 し ます。
それに気 がつ く こ と は、 通常難 し い こ と です
し、 見え た か ら と い っ て 全て が解決す る わ けで、
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はな いのですが、 それで も そ れが見え る と い う
こ と は大 き な変化 ( も ち ろ ん良 い方への) であ
る こ と は間違 いな い と 思 い ま す。
し か し、 自 分が変化する と い う メカニズム は、
こ れ は こ れで見え な い も ので はあるのですが…。
G) カテゴ リ -7 : 自伝的 な も の語 り
PSNS での相互交流的 な 語 り が交換 さ れ る 中 か
ら、 「体調、 気分 と も に良 く な っ た J A 子 さ ん は、
長 大 な 自 伝的語 り を 日 記 に記載す る よ う に な っ た 。
[ N  9 J  <回想〉
先 日 支援室で人間関係 についてのお話を し ま
した。
体調が割 と 良 く て冷静で いられるので書いて
お き ま す。
私は保育所の頃は他の子 と 同 じ よ う に友達が
い ま した。 互 い の家 に遊 び に行 っ た り 、 公園で
遊んだ り し ま した。
小学校 に 上 が り ま した 。 よ その保育所 か ら も
子 ど も が集め ら れ、 当然新 し い人間関係がで き
る こと に な り ま す。 私 は母 が 「遊 んで いる子た
ち の仲間 に入 り た く て も 声 が掛 け られな い子だ
っ たj と証言する よ う に、 積極的 に友達作 り を
し ませんで した。 そ う こ う する う ちにある女の
子 と家を行 き来する よ う な伸 に な り ま し た 。 彼
女 は今思 う と 私の家 に父 のゲーム機 があ ったか
ら利用 し て いただ けのよ う な気が し ま す。 私 は
と い う とゲーム機なと、触 っ た こ と も な い よ う な
子で したので、 私 と遊 びた い と い う よ り そ ち ら
が 目 的だ っ たので、 しよ う 。 私が本好 き である こ
と も ずいぶん馬鹿 に さ れ ま した し 。
彼女 に 関 す る 嫌 な 思 い 出が更生 っ て き た の で
(嫌な思 い 出 し か な いのですが) こ れ以上は割
愛。 そ の後 も 話す と き は話すけれ ど それほ ど 親
し く は な い、 と い う 人間 関 係 が続 き ま し た 。
「変な人J と い うレッテルが付 け ら れて いた よ
う で、 数人に 目 の前でクスクス笑われた り 、 理
解不能な か ら かい方を さ れた り (理解不能なの
で5W 1 Hす ら説明で き ま せん。 強 いて 言 う な ら
私 が 困 る の が楽 し かった7) しま した。 主 に女
子 か ら です。 小学生な ど 未熟 に も ほ ど があ る の
で、 私の周 り の人間の性格 が特 に歪んで いた な
ど と 思 い ま せん。 し か し、 そ う い う環境で私は
夜 1 人で泣 く こ と も あ り ま した し、 ま す ま す読
書 に没頭 し て い っ た の は事実です。 想像 に過 ぎ
ま せん が、 1 人で読書する私は ( 当 た り 前です
が) 人の自に異質な人間 と し て映 っ た のかも知
れ ま せん。 で も友達がい な い こ と を辛い と は思
い ま せんで した。
6年生の 2学期 に な っ て い じ め が始 ま り ま し
た。 こ の こ と は実 は す ご く 意外で し た 。 相変わ
ら ず特 に伸 が良 い 子 は い な く て も、 そ こ そ こ 良
好な人間関係がク ラ ス で築 けて いた と 思 っ て い
た か ら です。 と こ ろ が同 じ班で一緒 に 作業 した
り し た 子 がい じ めのク、ルー プに入 っ て いた も の
ですか ら余計 に 驚 い て し ま い ま し た 。 人 は簡単
に態度を変える ら し い と幼心に感 じ ま し た 。 い
じ めの主な内容 は無視や仲間外れ に 当たる も の
です。 こ れは口 で は言え な い ほ ど応え ま し た 。
同 じ小学校だ っ た弟た ち に塁 が及 ばな い よ う願
い ま し た 。
こ のク ラ ス で r30人3 1 脚j と い う テレビ の
企 画 に 出 た こ と があ り ま す。 人 が私 と 自 分の足
を結ぶのを嫌がる のを見る の は と て も惨めで し
た 。 し か し私は妙 に冷めた と こ ろ も あ っ て、 い
じ めのグループの 1 人の子が私 と隣同士 に な り 、
先生 に 順番を変え て く れる よ う頼み始めた 時は
どう言い訊する か興昧深 く 見て い ま し た 。 結局
聞 き入 れ ら れずそ の ま ま の順番で走 る は め に な
り ま し た。
テレビ局の人が取材 に来た時、 グラウ ン ド に
集 ま っ て いる私た ち の写真を屋上 か ら 撮っ て く
れ ま し た 。 みんなで上 を 向 いて拳を突 き 上 げた
のを覚え て い ま す。 団結 し て いるク ラ ス の標本
みた いな写真 が出来上が り ク ラ ス に飾 ら れ ま し
た 。 そ こ に他のみんな と 同 じ よ う な顔で写 っ て
いる 自 分がと て も滑稽だ と 今で も 思 い ま す。
こ こ ま で読んで暗 い気分 に な っ た人 は申 し訳
あ り ま せん。 ま だ続 き ま す。
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中 学校での 3年間の こ と を書 く のは簡単です。
3 つの小学校 か ら 生徒 が集 ま り 、 私への い じ め
も広 ま り ま した。
こ の頃思 っ た こ と は、 私 を 嫌 っ て 避 ける よ う
な人で も友達への振る 舞 い は ご く 優 し い も ので
ある こ と が多 い、 つ ま り 私への態度は その人の
1 面で し かな いのではな い か と い う こ と 。 こ れ
は本当 に私を苦 し め ま し た 。 その人を憎み き れ
な く な っ て し ま う か らです。 彼 ら が本当 に人で
な しの よ う な タ イ プで遠慮 な く 心 力、 ら軽蔑する
こ と がで き た ら ど んな に楽た、 っ たで、しよ う 。
同 じ 中学校から行 く 人が 1 人 も い な い高校 に
進学 し ま した。
と こ ろ が困 っ た こ と に な り ま し た 。 人 と 会話
で き な いのです。 何を話せば良いや ら 分 か ら な
いのです。 ほぼ4年間同年代 と口を利 か な か っ
た影響で し たロ あ る 子 と せ っ か く 仲良 く な っ た
と 思 っ た ら 面 と 向 力、 っ て[あなた は変だJ と 言
われ距離を置かれ ま し た 。
部活は合唱部 に入 り ま し た 。 歌 う こ と が好 き
で し た 。 ク ラ ス の誰 と も口 を き かな か っ た 時期
で もク ラ ス 対抗の合唱 コ ンクールな ど で は頑張
っ て 歌 い ま し た 。 人間関係が破綻 し て いた私の
唯一の 自己表現の場だ っ た ので し ょ う 。 中学の
音楽のテス ト で先生 に褒め ら れた こ と も あ り ま
し た 。
合唱部は部員 が と て も少な く 、 先生の来 ら れ
な い 日 は雑談だ け に なる よ う な部で し た が、 私
の支えで し た 。 先輩 も みな良 い人た ち で し た 。
合唱部で は だ んだん話せる よ う に な っ て い き ま
し た 。
一方ク ラ ス で は人間関係のいざ こざ に 巻 き込
まれな いた め に目立た な い よ う に行動 し て い ま
し た 。 す で に、 誰 かが誰かに嫌が らせを し た な
ど と いう話を聞 く と、 幼稚で く だ ら な い と 感 じ
る よ う に な っ て い ま し た が。 必要 があ っ て 話 さ
な い と い けな い場合は常 に び く び く し て い ま し
た 。 相手が私を嫌わな い保証がな い か ら です。
学年 が上 がる ごと に 私 に好意を持 っ て 接 し て く
れる人が現れま し た がその人と接する の は特 に
辛 か っ た ですo 傷つ けな い よ う、 嫌われな い よ
う、 神経 を使 っ て い ま し た 。 こ れで は人 が私 を
避 けて いるのだ か私 が人 を避 けて いるのだ かわ
か ら ない状態ですね。
せ っ か く 私 と仲良 く 付 き合 っ て く れる人がい
て 私 も その こ と が分 か る の に、 「 も し か し た ら
…j と い う 思 い がぬぐえ な い、 それ は と て も 相
手 に 対 し て失礼な こ と で はな いのか。 自 己嫌悪
が芽生えるのも 不思議で はあ り ま せんで し た 。
合唱部の メ ンバー が私のク ラ ス での様子を知 っ
た ら き っ と 驚 いたで し ょ う 。 それだ けのギャッ
プがあ り ま し た か ら 。
高校 3 年の時、 私は体調 を崩 し ま し た 。 欝だ
と言われま し た 。 し か し最初の主治医 が r 2週
間経た な い と き かない薬 を処方 し た の に、 1 週
間足 ら ずで効 いた か ら違 う かも し れな しリ な ど
と 言 う医者だ っ た のでイ可 が何や らD
正否は と も か く 、 私は受験勉強を放棄せざ る
を え ま せんで し た 。 2 か月 く ら いず っ と 保健室
に通 い、 寝て い ま し た 。 ひ ど い時 に は座る と き
な ど に体を起 し て い ら れな か っ た り 肉体 的 に も
辛かっ た で、すが、 精神面の方が辛かっ たです。
死 に た く て た ま ら な か っ たで、す 力、 ら 。 と に か く
あ らゆる こ と が 自 己嫌悪 につ な がる 感 じ です。
でも実行する だ けの精神 的エネルギー があ り ま
せんで した。 親 は さ すがに心配 し て いつ で も 自
殺を止め ら れ る よ う、 し ば ら く 私 と 同 じ部屋で
寝 て い ま し た 。 学校を休んだ の は数 え る ほ ど で
す。 実家 は 自営業で私を見て いる余裕が無 いた
めに学校 に いた方が安心だ っ た のだ と 思い ま す。
教室 に戻れる よ う に な り 高校生活 も終盤 を迎え
る 頃 に は、 人は相変わ ら ず怖いですが好意的な
人 も舎め彼 ら と 何 と か付 き合える よ う に な り ま
し た 。 何がき っ かけかは分か り ま せん。 慣れで
し ょ う か。
大学で はサークルで初対面の同回 生 と 話すの
に と て も勇気 が要 り ま し た 。 今 は仲良 く やれて
い ま す。 し か し 学部で はやは り あ ま り 喋れず に
現在 に至 り ま す。 同 じ 学年の人の顔 と 名前 が-
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致 し て い ま せん。 ろ く に し ゃべ っ た こ と も な い
のに相手が私の名前を知 っ て いて 驚 いた こ と さ
えあ り ま す。
霞の方は良 く な っ た り 悪 く な っ た り を繰 り 返
し今に至り ま す。 今、 支援室に授業の こ と を助
けて も ら っ て い ま す。 も っ と早 く 利用 し て いれ
ば大学生活 も も っ と 楽 に過 ごせた で し ょ う 。 1
度学部に相談 に行 っ た こ と が受 け入 れ ら れず、
1 人で絶望 して い ま し た 。
親に就職活動 を し て いな い こ と を告白 し ま し
た 。 母だ けですが。 怒 ら れは し ま せんで し た 。
こ れで気兼ねな く 卒論 に没頭で き ま す。 親 に 対
し て は常 に後ろめた い思いです。
こ う や っ て 書 いて みる と 、 前回の日記の 「 自
己評価J は穆状態の時の心情の よ う な気 が し て
き ま し た 。 今現在、 あそ こ ま で極端 な こ と は考
えて い ま せん。 で もそ う い う気持ち が表れる と
い う こ と は常 に ど こ かで、思 っ て いる か ら だ と 思
い ま す。 自 己評価が低 い こ と も 事実 で す し 。 そ
れを考え る こ と で悪循環 が生 じ る か ど う かの遣
いで し ょ う か。 大学生活の様々な こ と と 欝状態
が相倹 っ て 生 ま れた ので し ょ う か。
くその 3 >
就職活動 に 関 しては、 も う イ ン ター ンシッ プ
が辛 く て 苦 し く て 仕方がな か っ た 思い し かあ り
ま せん。 欝状態と重な っ たのです。 自 分 と 人 を
比べて し ま い、 仲良 く も な れず、 ミ ス に落ち込
み、 と い う有様で し た 。 単位 がも ら えた と い う
点では良かったです。
自 分に就職は無理なのだ と 思 い ま し た 。 過去
形で書 いて い る の は欝状態の時の気持ち だ か ら
です。 長 く 続 いた欝状態の期間 中 、 本気で就職
の こ と は諦めて い ま し た 。 で す か ら体調の良い
今でも ま る で 自 分のつ き た い職業が思 いつかな
いのです。 それよ り せ っ かく体調 が い い の だ か
ら勉強に心血 を 注 ぎた い気持ち で す。 4年 自 に
し て勉強に対する最大の意欲 がわ いて い る ので
し た 。
日記で書 いた先輩の言葉は私の人生最高の賛
辞です。 今 ま で私は小中高 と成績の こ と と 真面
白である (そ う 見え た だ けです) と い う こ と で
し か褒め られま せんで し た か ら 、 新鮮に思 っ た
と い う か、 よ り 自 分を買 っ て く れて いる気 がし
ま す。
それに して も義務教育を受 けて以降、 辛 い こ
と の方が多 い人生で し た 。 改めて 書 き 出 し て み
て 自 分で も 驚いて し ま い ま す。 辛 い こ と だ けを
ピックアッ プ し て 書 いて い る か ら 、 私 が辛 い こ
と を特に覚えて い る か ら 、 と も 言 え る の かも知
れ ま せんが。
私 がファ ンレ ター を送 っ た漫 画家 さ ん も 自身
の ブログで 「生 き て いて ず っ と辛力、 っ た J I本
や漫画や音楽が支 え だ っ たJ と語 っ て い ま す。
私 と 同 じ だ と 思 い ま し た 。 I 自 分みた いな人間
の支え に なれる よ う な漫 画 を 描 き た いJ のだそ
う です。
私は辛い思 い を抱 え てそれで も あがいて いる
人 に惹 かれるのかも し れ ま せん。 竹久夢二 もそ
う です し 。 すぐ感情移入 し て し ま う のです。 太
宰治が 「人間失格j を 書 い た 心境の こ と で悩 ん
だ 時期 も あ り ま した 。 今 は 中原中也の 「春日狂
想J で悩んで い ま す。 こ ち ら は内容の こ と です
が。
日記で散々語 っ て いる尾崎豊 に し て も例外で
は な い か も し れな いです。 彼 が精 い っ ぱい生き
た と い う 事実 とその作品 に よ っ て希望や勇気 が
湧 く よ うに な り ま し た 。 5年ぶ り に 「再会j で
き て 本当に良かっ た です。
彼 は私の 中 で は太宰治 と 中原 中 也 と竹久夢二
と宮津賢治の 中間のよ う なキャ ラク ター と し て
認識 し て い ま す。 5人 と も 中途半端に知 っ て い
る状態なので各方面か ら抗議が来そ う ですが。
も はや何を言 っ て い る か分 か ら な く な っ て き
た ので終わ りに し ま す。 ( # 1 4， 1 5， 1 6) 
長大 な 自 伝 的 な も の語 り は、 何度 か繰 り 返 し 日
記の シ リ ー ズ に現れた が、 卒業直前の 日 記 に お い
て、 こ れ ま で語 ら れ な か っ た、 「家族 に つ い て の
も の語 り J が生き生き と 語 ら れた 。
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眠れないので、 こ んな時間 に 書 き込み。
親に対 して複雑 な感情を持 っ て い ま す。
保育所 か ら 小学校中 学年 く ら いに か けて、 家
で は思 いつ く ま まに も の を言 う 子供で し た 。 そ
のたびに 「毘理屈を言 う なJ r変人みた いな こ
と を い う なj と 言われて き ま し た 。 rそんな こ
と を言う か ら お前に は友達がいないのだj と 言
われた こ と も何度 も あ り ま す。 む し ろ、 学校で
は無口 な子供だ っ たのですが。
い じ め ら れる よ う に な っ て、 当然、 学校 に行
き た く な く なリ ま し た 。 子供な り に プラ イ ド も
あ っ て[ い じ め ら れる の が嫌だ か ら行 き た く な
しリ と は言え な い し、 サボる の はや は り 後 ろ め
た いので、 体調 が悪 い、 と 言 っ て休 も う と し ま
し た 。 中 学時代の朝 は、 「熱がないのだ か ら行
けJ r熱がな く て も 具合 が悪 しリ と、 母 と よ く
格闘 し ま した。
家族 も私がい じ めに遭 っ て いる こ と は知 っ て
い ま し た 。 母 は、 い じ め ら れた か ら と い っ て 学
校 を休 んで、 その分勉強につ いて い けな く な っ
て は損だ、 と い う 考 え の持ち主で し た 。 母 も い
じ めに あ っ て、 学校を休 ん だ た めに勉強に つ い
て行 けな く な っ た経験 がある ので、 こ う い う 考
えを持つよ うに な っ たら し いです。
最後の手段 と して、 よ く 学校 を早退 し てい ま
し た 。 学校から正式 に 電話がかか っ て く るのを、
い く ら 親 で も、 突 き 返す訳 に は い き ま せん。 あ
る 日、 早退 した ら、 父に ひ ど く 怒鳴 ら れ ま し た 。
「 ど こ の人 聞 がそんな こ と を し て いるJ r近所
の 者 は み ん な 楽 しそ う に 学 校 に通 っ て い る の
に J r 自 分だ っ て、 足が悪いのを か ら かわれて
いた (父は身体障害 者で、 ち ゃ ん と 手帳 も 持 っ
て い ま す) J 父 に あ んな に 怒 ら れた の は後 に も
先に も あの と き だ けです。 世間体 が大事なのだ
な と 思 い ま し た 。 ま あ 田舎の こ と です か ら、 仕
方がな い面 も あるので しよ う けれ ど 。
死ぬ こ と を よ く 考え て い ま し た 。 で も、 万 が
一失敗 した ら、 と 考えて実行 は し ま せんで し た 。
生 き残 っ た ら、 自 殺 し よ う と し た こ と を怒 ら れ
る、 と 思 い ま し た 。
高校に入っ て、 い じ めはな く な り ま し た が、
学校で本 当 に 具合 が悪 く な っ て も、 家 に帰 る の
が怖か っ た で、す。 中 学校での こ と があるので、
具合が悪 い こ と を信 じて も ら え な い と 思 っ て い
ま した 。
過去の 日 記で、書いた と お り 、 高校 3 年で欝に
な り ま し た。 最初、 母に 「欝かも し れ な しリ と
相談 し た ら、 [テレビ と かの影響でそ う 思 い込
んで い る ので は な い かJ と 言わ れ ま し た 。 ち ょ
うと、 欝病の世間で、の知名度が上 がっ て いた 時期
で し た 。 保健の先生が、 電話で、 私の状態 を家
族 に説明 して く れま し た 。
今年の前期、 O先生の授業で、 弁護士の大平
光代さ んの『だ か ら あな た も 生 きぬ いて』 と い
う 本が紹介 さ れ ま し た 。 昔、 家にあ っ た ので読
んだ こ と がある本です。 著 者 も 激 し い い じ め を
受けた人です。 0先生 は 「不登校は、 避難 な ん
だ か らj と 言い ま し た 。 r子供に と っ て は、 学
校 と家 し かな いですか らねえ」 と 私 が言 う と、
先生 は大い に う なず いて い ま し た 。 0先生みた
いな人が親だ っ た ら、 こ んなに苦 しま な か っ た
か も な、 と 思 い ま し た 。
私 は長女で初子なのですが、 今年の いつだ っ
た か、 帰省 し た と き、 母 に 「悪 い け ど、 第 一 子
は試作品みた い な も のJ と 言われま し た 。 傷つ
き は し ま せんで し た 。 た だ た だ、 呆 れ ま し た 。
お い お い、 と い う かん じ 。 父に は、 「欝 と い う
の は、 考えすぎて な る んだ ろ うj と 言われ ま し
た 。 幻滅 し ま し た 。 r考え す ぎj と か、 「気に
するなJ と か、 こ の上な く 無責任な言葉だ と、
私は思 い ま す。
親 も、 軽度の発達障害 を もっ弟の こ と で大変
だ っ た のだ と は思 い ま す。 弟 は、 友達に けがを
さ せた と か、 物を壊 し た と かで、 よ く 学校 か ら
電話がかかっ て き て い ま し た 。 そんな弟 も、 内
定が決 ま っ た よ う て。す。
実家に帰る と、 す ご く わ がま ま に な っ て し ま
い ま す。 甘えです。 で も、 距離 を置 いた分、 落
ち着 いて話せる よ う に な っ た部分も ある と 思 い
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今年 は卒業で き な い かも知れな い と、 電話で
母に言いま し た。 rお金 を 出 さ な い と 言 っ た ら、
ど う す る?J と 言わ れ ま し た(実際、 う ち に は
余 り 余裕があ り ま せん) 0 r私の こ と、 嫌 い な
んで し ょ う j と、 返 し ま し た。 r何 を馬鹿な こ
と を言 っ て いるのJ と言われ ま し た 。
三島由紀夫 は、 「教師 は、 乗 り越 え る のが最
も簡単 な壁J と い い ま す。 じ ゃ あ、 親 は?大学
に は、 親か ら 自立 した く て来た部分 も あ る の に、
今更、 ど う し て、 昔の親の言動 を 思 い 出 し て泣
いて いるので し ょ う 。 ( # 46)
H) カテゴ リ - 8:誘 発 され る 自己語リ
A 子 さ ん の印 象的 な伝記的 な 語 り に対 し て、 そ
れに誘 発 さ れ る か の よ う に、 支援者か ら の 自己 開
示 的 な コ メ ン ト が な さ れ る よ う に な っ た 。 こ う い
っ た 支援者 の 自己 語 り は、 A 子 さ ん と 支援者間 の
濃密 な 転移/逆 転移 を誘発す る 可能性 も あ る 。 し
か し、 実 際の 支援構造 の 中 で、 こ の よ う な濃密 な
関 係性がA 子 さ ん の状況 を不安定 に さ せ る こ と は
経験 さ れな か っ た。
[R6J < [N 9J への応答〉
A 子 さ んの世界 がと て も伝わ っ て き ま し た 。
繊細で、 き れいで、 苦 し い 中 で も 一生懸命 に生
き てきて … A 子 さ んの人生のス ト ー リ ー に、 自
分の昔を思い 出 し ま し た 。
父親が転勤族だ っ たので、 2---- 3 年で転校 し、
お陰で深いつ き あ い をす る友人がで き な く て も
平気 に な っ た も のです。
高校生の頃、 「友達は い ら なしリ と 決心 し て、
誰 と も 話 さ な い よ う に し て いた 自 分を 思 い 出 し
ま し た 。 話 さ な い よ う に し て いる と、 話せな く
な る も んだ なあ と 思 っ た こ と があ り ま した。
確 かその頃、 一番本を読 んだ記憶 も あ り ま す。
歩 き な が ら読みま し た か ら … 。
記憶の 中 の人生 と 記憶 に残 っ て いな い人生が
あ り 、 ど ち ら も 私の人生なので し ょ う が、 記憶
の 中 の ス ト ー リ ー は、 確かな実感のある人生で
す よ ね。
[R7J < [N 10J への応答〉
A 子 さ ん、 小 さ い 頃の、 A 子 さ んの こ と を書
いて く れて あ り がと う ござ い ま す。
い じ め は本当 に残酷です。 絶対 に あ っ て はな
ら な い こ とだ と 思 い ます。 で も、 な か な かそ の
辛 さ が伝わ ら な い こ と も 多 く 、 実際 に い じ め に
遭 っ て いる こ ど も 達 は孤立 し て し ま い、 苦 し い
思 い をす る のだ と 思 い ます。
大平 さ んの本は、 ご本人の立場か ら ご 自身の
人生を通 し て、 本質 を伝 え て く れた貴重な 一冊
ですね。
「 発 達 障害 J と は、 限 り な く 一般の多 く の
人々 と その特性が連続 し て いる も のです。 弟 さ
んも、 結果的 に お友達に怪我 を さ せた り 、 も の
を壊 し た り して し ま っ た ので、 し ょ う が、 き っ と
弟 さ んな り の理由があ っ た はずで、すo 気持ち を
わ か っ て く れる人 がゆ っ く り 話を聞 いて く れる
と、 安心で き、 我慢す る耐性 も で き て く る と 思
い ま す。
私 はカウ ンセ リ ングの他 に、 発達障害の教育
も専門 とする人間ですが、 衝動性 を 持つ人た ち、
そ れか ら、 コミ ュ 二ケ ーショ ンの困難 さ を持つ
人た ち の、 素敵な 一 面 も よ く 知 っ て い ます。 発
達障害 は、 困難 さの後ろ に隠れて し ま っ て いる
良 い 面 を 一緒 に見つけ出 し、 生活の 中 で活か し
て い く こ と か ら 自 己理解 が始 ま り ます。
内定 が決 ま っ た弟 さ ん、 本当 におめで と う ござ
い ま す。
A 子 さ んが、 ご両親 と 「距離 を置 いた分、 落
ち着 いて話せる よ う に な っ た部分 も あるj と 思
え る こ と 自体、 大学 に来 た大 き な意昧 がある と
思 い ます。
私個人 と し て は、 「親を乗り越 え る j と い う
感覚よ り 、 「親と距離 を取るj 感覚の方が、 何
と な く ひ。 っ たりする よ う な実感を持っ て い ます。
I ) カテゴ リ -9: 自 己アイデ ンテ ィ テ ィ の語 り
支援期 間 の 全体 を 通 じ て、 A 子 さ ん は、 「 自 分
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は他者 か ら ど の よ う に 思 わ れて い る の か ? J と い
う 問 い へ の 回答 と な る よ う な、 思 い も か け な い で
き ご とを繰 り 返 し 体験 し、 そ の た び に 「驚き と 戸
惑 いJ を 強 く 感 じ た こ と を く り か え し 日記 に表現
し た 。 こ の よ う な 経験 と そ の振 り 返 り 記述 は、 し
だ い に、 「 自 分 と は何者 かJ I 自分 の将来 は ど の
よ う な も の か」 と い う 自 己 同一性への 問 い へ と 変
化 し て い っ た 。 A さ ん の場合、 「 自 分 の表現す る
文章 が他人 に影響 を与 え る こ と J は、 ま さ に驚き
の体験で あ り 、 そ の実感か ら 自 分 自 身 を逆照射 す
る こ と に よ って、 次第 に 自 分 と は何か と い う 問 い
に接近 し て い く さ ま が見て取れた。
[N 1 1J < 日 記を書 く こ と 〉
ま と め ら れな いかも し れ ま せんが御容赦 を 。
日 記を 書 き始める よ う に な っ て、 コ メ ン卜 を
いただ い た り 、 保健管理セ ン ターな ど で話題に
さ れた りする こ と が増 え ま し た 。
そ う い う と き に 自 分の全 く 意図 し な か っ た反
応 が返 っ て く る と 内心 と て も 驚 き戸惑 っ て し ま
い ます。 自 分で は深い考え も な く 言いた い こ と
や思 いつ いた こ と を書 いただ けのつ も り の場合
なおさ ら です。
私 は模試での酷評 に う んざ り し て小論文のな
し1一般入試を受けた よ う な人間です か ら、 私の
文章力 の問題で は な い気 が します 。 (思え ば小
説 を読んでいれば文章力 がつ く と い う こ と を盲
目 的 に信 じて いた時期があ り ま し た)
言葉 に は影響力 がある の は知 っ て いた つ も り
で した が、 自 分の書いた も の に それがある と は
思 い も し ま せんで し た (それはそれで愚 かな こ
と ですね) 。 念のため言 い ます が、 謙遜な ど で
はないです。
な に は と も あれ 自 分の書いた も ので も 人 に影
響す る こ と を知 っ て し ま っ た か ら に は、 私 は慎
重 に 言葉 を選んでわか り やす く 書 く こ と を心が
ける し かで き ま せん。 個人的 に誤解 がと て も 怖
いので、 そのこ と は苦ではあ り ま せんが。
コ メ ン卜 は う れ し いので、 こ れか ら も気軽 に し
て く だ さ いね。 ( # 19) 
[N 12J <故井上ひさ し〉
こ の本 に触 発 さ れて 書 い て み ま し た 。 岩手県
一 関での講習会の もょ う を収録 し た本です 。 参
加者は 「悩みJ と い う テーマで400字の文を書
いて いたので私 も 同 じ テーマで。 400字 と い う
制約の 中で書 く の は難 し 力、 っ た で、す。 辞書を何
回 かひ き、 1文を足 し た り削 っ た り し ま した 。
ど う や ら 私 に は文才 がある ら し い 。 PSNSの
日 記で好 き な歌手 に つ いて語 っ た ら、 ある人が
「読み手 との橋渡 し と な り う る文章だJ と の評
価を く れた 。 同 じ く 回想録のよ う な も の を 書 い
た ら 「繊細で美 ししリ と 感想を く れた人 があ っ
た 。 自 分 に は取 り 柄 がな い と 思 っ て いた か ら、
青天の震震だ っ た 。
激 し い劣等感 を抱 く よ う に な っ た の は いつ か
らだ ろ う 。 確実 に 言 え る の は小 中 学校での い じ
め と友達がで、 き な か っ た こ と が私に影のよ う に
つ き ま と っ て いる と い う こ とだ。 学校の成績 は
良 か っ た が、 心の支え に な っ て は く れな か っ た 。
成績の良さ への誇 り を、 感じる間 も な く 押 しつ
ぶす。 二つの経験 は も う血肉 と い っ て も 良 い く
ら いだ。
文章を褒め ら れた こ と に対 し て は、 喜びよ り
驚 き や戸惑いのほ う が強 い。 思 う よ う に 書 いた
だ けなのだ。 し か し、 も う劣等感 に捕 ら われる
の に疲れて い る の も 事実だ。 文章力 が本物な ら
ば、 生かす術 は な い も のだ ろ う か。 ( #23)
自 分 と は文章 を表現す る こ と ができ る 存在で あ
る、 と い う 体験は、 A 子 さ ん に と っ て、 肯定的 な
自 己 ア イ デ ン テ テ ィ の核 と な る 可能性 を も つ も の
で あ り 、 そ れ は A 子 さ ん に と っ て、 そ れ ま で の
「劣等感のみ J の 自 分 か ら 脱出 す る道 を示 す も の
と な っ た 。 し か し、 「 自 分 と は何かJ に対 し て 確
立 し た答え を創 出 す る こ と は容易 な こ と で は な く 、
そ の後の 日 記で は、 「 自 己概念J の周 り を め ぐ り
つ つ、 さ ま ざ ま な ア イ デ ア に 言及 す る も の の、
「何 を表現 し た い の かわ か ら な く な る J と い う 結
論 で終わ る 日 記が断続的 に 書かれる こ と に な っ た。
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-Webを通じた語りを中心に -
タ イ ト ノレの変遷が そ れ を よ く 反映 し て い る 。
[ N  1 3J (人間 関係〉
た と え ば、 先輩 と 後輩 と い う 関係だ っ た ら 、
あ る て い ど 自 分の言いた い こ と を言 え る し 、 し
ち ゃ い けな い こ と も わ かる よ う に な り ま し た 。
高校 と 大学の部活動のた ま も のです。 部活内 に
も 、 や っ ぱ り 同級生 は いる わ けで、 さ い し ょ の
う ち は び く び く し な が ら接 し て い ま し た 。 変な
人間だ と 思われて、 排除 さ れた り 、 敬遠 さ れる
の が怖かっ た のです。 手探 り で し た が、 今は楽
に接する こ と がで き ま す。
学部の コ ー ス の同級生は、 わた し に と っ て い
ち ばん 困 る 存在です。 彼 ら に対 し 、 ど う ふる ま
え ば い い かわ か り ま せん。 ( r彼 らj と 呼んで
い る あた り 、 私が何の感情 も 持 っ て いな い こ と
の表れだ なあ と 思 い ま す。 ) 授業 に 出 な い私の
名前を覚え て い た の に は、 す ご く 驚 き ま し た 。
親 し そ う に話 し か け ら れる と 、 最低限の受 け答
え は し ま す が、 内心混乱 し て い ま す。
矛盾 し て い ま すが、 敬遠 し て く れた ほ う が楽
です。 そ れが昔は常態だ っ た も ので。
先週、 卒業 アルバムのため に 、 コ ー ス で写真
を撮 り ま し た 。 みんなが見て いる と こ ろ で し た
が、 作 り 笑 いが意外 と う ま く い っ た ので よ か っ
た です。 全員参加 で はな い撮影 は、 逃 げる よ う
に帰 っ て き ま し た が。
文 が整理 さ れて いな い し 、 だ いぶわがま ま な
こ と を書いて いるなあ。
頭 がボー っ と し て い る せ いだ と 思 っ て く だ さ
� \0 ( #  3 1  ) 
[ N  1 4J ( タ イ ト ルが思いつかな し ゅ
水 曜 日 は卒論の中 開発表で し た 。
急 ご し ら え の レ ジ ュ メ での発表で し た 。 先生
に、 「あなた は小説を描 く の が得意 な んだ か ら
…j と 言われま し た 。 も ち ろ ん見せた こ と があ
る ので、 こ の先生の口 か ら こ のセ リ フ が出 る こ
と はお か し く な いのですが、 正直、 やめて ほ し
か っ た で、す。 と っ さ に下を向 いて し ま い ま した。
か ら か っ た わ けで は な い と わ かる のですが、
自 分の こ と を ほめ ら れる と 本 当 に恥ずか し く て
な り ま せん。 ま し て ほ かの先生 も 、 同 じ コ ー ス
の人 も いる場です。
合唱の講師の先生 に 、 「あなた は こ れか ら 、
歌 え ば歌 う ほ ど う ま く なるj と いわれた り 、 私
の顔を指 し て 、 「え ら の張 り 方が私 と 同 じ 。 声
がよ く 響 く J
と いわれた り し た こ と があ り ま す。 照れ く さ
か っ た けれ ど 、 う れ し 力、 っ たです。 r歌え ば歌
う ほ ど う ま く なるj と い う 言葉 に は、 ち ょ っ と
舞 い上がっ て し ま った く ら いです。
こ の遣 い は何なので し ょ う 。 ( # 4 1 ) 
[ N  1 5J (no tit le) 
最近頭 がボー っ と する と い う か、 ま わ ら な い
と い う か… 。
去年の今頃も 同 じ よ う な状態で し た け ど 。
昔あ っ た いやな こ と はや け に 思 い 出 し ま す。
ま じ めだ ま じめだ と 、 小学校 1 年の こ ろ か ら 教
師 か ら はよ く 言われて き ま し た が、 た だルール
と か、 言いつけを破る の が怖力、 っ た だ けですか
ら 、 道徳心が強 い と は い え ま せん。 臆病な だ け
です。 罰 を受けた り 、 恥を かいた り す る の が怖
いだ け。 昔 はそ こ ま で考 え ま せんで し た が、 ま
じ めだ と いわれる た びに 、 「なんか遣 う ! J と
い う のはわかっ て い ま し た 。
高校 3 年の模試で、 最後の科 目 の、 制限時聞
が く る ま で帰 つ て は い けな い こ と に な っ て い ま
し た 。 あ っ さ り 破 り ま した 。 緊張 も 罪悪感 も あ
り ま せんで した。
翌 日 、 ホームルームで担任はち ょ っ と 怒 鳴 り
ま し た が、 深 い追求 と か、 名 指 し てやの注意 はあ
り ま せんで した。 名簿順に席に着いて いた か ら 、
誰 が帰 っ た かわ か っ た はずで、すが。 r こ んな も
んかj と い う のが感想。 正直、 呼び出 さ れた り
する かな、 と ド キ ド キ し て い ま し た が。
何で こ んな こ と を書いて いるので し ょ う 。
思 い 出 す だ に 、 あ ま り 教師 に恵 ま れた と は い
え な い ・ ・ ・ 。
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その他も ろ も ろ を ふ く めて 、 未だ に 引 き ず っ
て い ま す。 未だ に 自 己評価は低いです。 子供は
かわいそ う だ と 思 い ま す。 rなんか違う リ と
い う のを う ま く 説明 で き な い か ら です。
私 は こ の年 に な っ て 説明 で き る よ う に な っ て 、
だ いぶ楽 に な り ま し た 。 矛盾する よ う ですが、
その代わ り 辛 い こ と も 増 え ま し た ね。 rああ、
あの と き のあれは嫌な こ と だ っ た の かJ と 自 覚
す る よ う に な り ま し た か ら 。
あ一、 就職 に 向 けて 、 自 己分析 し な き ゃ い け
な いんで し た つ け。 自 己評価の低 い人間 の 自 己
分析なんて、 ネ ガテ ィ ブな も の に な り そ う です。
ポジテ ィ ブす ぎる の と 同 じ く 、 客観的 と は い え
な い。
それは さ て お き 、 「故 ・ 井上ひ さ しJ と い う
タ イ ト ルの 日 記の、 400字の文、 自 分 で も 良 い
と 思 い ま す。 完壁な 自 画 自 賛ですが。 あ あ い う
のは、 ど こ かで生かせ な い も のですかね。
変な 日 記 に な っ て し ま い ま し た が、 人 に会 う の
がつ ら く な ら な い う ち は、 ま だ 大丈夫だ と 思 い
ま す。 (#45)
A 子 さ ん は、 さ ま ざ ま な体験や さ ま ざ ま な 思考
を 色 々 な 角 度 か ら 表現 し、 そ れ を読み 返 し、 さ ら
に 支援者 と 交流す る 中 か ら、 こ れ ま での 自 分、 今
の 自 分 を 「私 は こ の 年 に な っ て 説明 で き る よ う に
な っ て、 だ、 い ぷ楽 に な り ま し た J と 語 っ た 。 自 己
ア イ デ ン テ ィ 探索の旅に は終わ り が な い。
J )  A 子 さ ん と 支援者の相互交流の プロ セ ス のス
ト ー リ ー ラ イ ン
A 子 さ ん は、 保健管理セ ン タ ー での カ ウ ン セ リ
ン グ、 ト ー タ ノレ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン支援室 に お け
る 支援 を 継続 し て 受 け て い た が、 社会へ の参入 を
自 の 前 に し て、 複数の発達課題 を ク リ ア す る 必要
が あ っ た 。 PSNS 日 記 を 利用 す る こ と に よ り 、 A
子 さ ん が も と も と 持 っ て い た 「省察 的 な文章 を 書
く 能力 j を 適切 に展開 さ せ る 場が与 え ら れた 。 A
子 さ ん の 日 記 は、 ま ず 「 た め ら い が ち の ク レ ー
ム j の表現か ら 開始 さ れ、 支援者 は そ れ を全面的
に 「有効化j す る 肯定的応答 を繰 り 返 し た 。 支援
者 か ら の肯定的応答 に支 え ら れて、 A さ ん は、 自
ら の 「好 き な も の語 り j を展 開 さ せ、 次第 に そ の
語 り は双 方向 的 な 「往復書簡 j の 形式 を と る よ う
に な っ た 。 支援者 と の相互交流 に促進 さ れ、 A 子
さ ん は複数の 「気付 き 」 を 明確 に表現す る よ う に
な っ た 。 支援者 は そ れ に対 し て 「気付 き の 共有J
を心 が け た 。 A 子 さ ん は、 [好 き な も の 語 り J を
展 開 的 に 語 る と と も に、 そ れ を 「 自 伝 的 も の 語
り J へ と 結 品 さ せ、 そ こ に は過去 の 辛 い 体験 を
「書 く 作業J の 中 で再体験す る こ と が含 ま れて い
た。 A 子 さ んの印 象的 な 語 り に触発 さ れ、 支援者
は 「誘 発 さ れた 自 己語 り j を 交錯 さ せ、 濃密 な 交
流が展 開 し た 。 そ の よ う な プ ロ セ ス か ら さ ら に 新
し い気付 き が生 ま れ る と と も に、 螺旋状 に進展 す
る 「 自 己 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の語 り 」 へ と つ な が っ
て い っ た 。 r 自 伝的 な も の語 り J は、 さ ら に大 き
な 課題 で あ る 家族 と の歴 史 の 物 語 を 変容 さ せ る
「家族 も の語 り 」 を構成す る こ と がで き る よ う に
な り 、 そ れ は現実 の 家族 と の 関係 の 変容 に も つ な
が っ て い っ た 。 支援者 の働 き か け と し て は、 「有
効化J r共有J r誘発 さ れた 自 己 開示j 等の応答
を 丁 寧 に繰 り 返す こ と に よ り 、 「共感的 な 目 撃者
Cempathic witness) J の役割 を 担い、 支援 シ ス
テ ム 全体 が、 [変容 の容 器」 と し て 作用 し た も の
と 思わ れ る 。
4 . 総合考察
A 子 さ ん の診断 に つ い て は、 高校生時の主治 医
に よ っ て 非公式 に 「 ア ス ペ ルガー症候群」 の 可能
性が示唆さ れて い る が、 公式 な 病名 ・ 障害告知 は
な さ れて い な い 。 大学生 に お け る 発達障害 の確定
診断 は し ば し ば困難を伴 う が、 A 子 さ ん の場合、
4 年間 の 支援を通 じ て、 「障害名 j あ る い は 「病
名 」 が支援上の重要 な 話題 と し て 浮上す る こ と は
な く 、 支援者 は 「高機能発達不均等」 と し て お お
ざ っ ぱ に カ テ ゴ リ ー化す る に 留 め、 も っ ぱ ら 本人
の支援ニ ー ズに焦点 を 当 て つ つ 関 わ っ た 。
A 子 さ ん は、 face-to-face の面接場面で、 は、 一見
無表情で、言葉が極端 に 少 な く 、 外見 か ら は何を考
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え て い る の か を読み 取 る こ と が難 し い と い う印 象
を受 け た 。 し か し、 応答 は ゆ っ く り で あ っ て も 質
問 に は必ず答 え て く れ る と い う 安心 感 を、 支援者
側 は 感 じ る こ と が でき た 。 そ の よ う な 中 か ら、
Web支援 シ ス テ ム (PSNS) に、 自 発的 に 日 記 を
書 く と い う ツ ー ノレ を得た こ と が、 A 子 さ ん 自 身の
「物語 を通 じ て の 自 己表現手段J を 開花 さ せ る こ
と に つ な が っ た と 思わ れ る 。
一般 に発達障害が論 じ ら れ る 時、 「障害J と い
う 概念の持つ 「人生の早期 か ら 持 っ て い る 特性で
あ り 、 そ れ は一生涯変化 し な い」 と い う 側 面 を 強
調 し す ぎ る な ら ば、 「発達障害 の 人 は成長 し な
いj と い う 安易 な 結論 に結 びつ い て し ま う 。 し か
し、 少 な く と も 大学 に お け る 発達障害支援 を実践
し て い る 者 の 多 く は、 「彼 ら は 自 ら の経験 を 言葉
に し て 語 り 、 他者 と 共有 す る こ と を 通 じ て 変容
(成長) し て い く j と い う 実 感 を 持 っ て い る 。 こ
の よ う な 「成長 の過程j は、 物語の共有 を通 じ た
経験的学習 (Greenhalgh & Collad2003) と 密 接 な
関連 を持っ て い る と 考 え ら れ る 。
ま た、 Charon(2006/ 2 0 1 1 ) に よ れ ば、 物 語性
(narrativity) は、 ポ ス ト モ ダ ン に お け る 自 伝理
論の顕著 な 特徴であ り 、 「 自 己 同一性 (identity)
は、 物語 に よ っ て 宣言 さ れ る と 同 時 に創造 さ れ る
も の で も あ る 」 と さ れ る 。 ま た近年の 自 伝 に 関 す
る 理論 に お い て は、 他者 と の 関係 は以前 に比べて
は る か に重要 な も の と さ れ る よ う に な っ てき た 。
個人的 に解釈 さ れ る 自 己 と い う 西洋的 な概念 に 対
す る 一枚岩的 な 忠、誠心 は、 関係性 に よ っ て 創造 さ
れ る 自 己の実現 と い う 考 え 方 に よ っ て 置き換え ら
れ る よ う に な っ た と い う 点 を Charon は強調 し て
い る ( p 109) 。
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困難 を 持つ、 あ る い は 自
身が コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困難 を感 じ て い る ク ラ
イ エ ン ト が なぜ 自 己肯定感 の欠如 に 陥 る か に つ い
て は、 著 し い個別性があ る と 思わ れ る 。 A さ ん の
日 記 に お い て 次第 に展 開 し て い っ た よ う に、 自己
同一性の語 り は、 「書 く /読 む/応答す る 」 と い
う 相互交流的関わ り と 自 省 の プ ロ セ ス を経て、 螺
旋状 に 周 囲 し な が ら す こ し づっ 明確 に さ れて い く
も の と 思わ れ る 。 そ の プ ロ セ ス は必ず し も 一定 の
到達点 を持つ と は限 ら ず、 む し ろ 語 り 続 け る こ と、
応答す る こ と/ さ れ る こ と の プ ロ セ ス そ の も の が、
否定的 で な い ア イ デ ン テ ィ テ ィ を紡 ぎ 出 し て い く
の で は な い か と 想像 さ れ る 。
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